
月 時 指導計画 
学習活動における 
具体的な評価規準の

例 

記

録 

評価 Aの例 
（「十分満足できる」状

況の例） 

評価 B の例 
（「おおむね満足で
きる」状況の例） 

評価 Cの場合の支援 
（「努力を要する」状
況の場合の支援） 

他学年とのか
かわり 

４

月

⑫ 
1 

生物の体のつくりとはたらき [１時間] 

説明 ウミウシのような小さな生物でも生きるための体

のつくりをもっていることから，生物の生きるしくみを考

える。 

学ぶ前にトライ！ ｢学ぶ前にトライ！｣に取り組ませ

る。 

思･

判表

① 

植物や動物の体の

つくりの違いにつ

いて表現すること

ができる。 

  植物や動物の体のつく

りの違いについて具体的

な例を出して，説明して

いる。 

植物や動物の体のつ

くりの違いについて，説

明している。 

単元導入の写真を用

いて生物の体のつくりに

ついて考えるための情報

を提供する。 

・身のまわりの生

物の観察(中１) 
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１章 生物の体をつくるもの [５時間] 

１ 生物の体の成り立ち (２時間) 

導入 ワタの葉の断面の写真から生物の体をつくるも

のに興味・関心をもたせる。 

学習課題 生物の体は，どのようなものから成り立って

いるのだろうか。 

説明 観察の方法とポイントについて説明する。 

観察１ 生物の体のつくりの観察 

観察結果の考察 生物の体のつくりの共通点を，観

察結果をもとに考察させる。 

主体 

① 

積極的に，生物の

細胞の観察に取り

組み，生物の体の

つくりの共通点を

見いだそうとする。 

  積極的に顕微鏡観察

を行い，観察した複数の

生物の細胞のつくりの比

較を行おうとしている。 

積極的に顕微鏡観

察を行い，細胞のつくり

の特徴を見いだそうとし

ている。 

自分の体のつくりと植

物の体のつくりがどのよう

に違うのか，実際に見て

みようと促す。 
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導入 観察１と図３より植物も動物も細胞でできてい

ることを説明する。 

説明 単細胞生物と多細胞生物について説明する。 

学習課題 多細胞生物の体は，細胞がどのように集ま

って成り立っているのだろうか。 

説明 図や写真から，多細胞生物では，細胞が集ま

って組織をつくり，組織が集まって器官をつくり，器官

が集まって生物の体がつくられていることを説明す

る。 

学習課題のまとめ 多細胞生物の体は，同じはたらき

をする細胞が集まって組織をつくり，いくつかの組織

が器官を，それぞれ決まったはたらきをする器官が集

まってつくられている。 

知･

技① 

単細胞生物と多細

胞生物の体の成り

立ちを理解してい

る。また，多細胞生

物の体を組織や器

官の用語を使って

説明できる。 

◯ 生物名を例としてあげ

て，単細胞生物と多細胞

生物を説明できる。また，

多細胞生物の体を組織

や器官の用語と例を使っ

て説明している。 

単細胞生物と多細胞

生物の成り立ちを理解

している。また，多細胞

生物の体を組織や器官

の用語を使って説明し

ている。 

図４～６をもとに，思い

出させる。 
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２ 細胞のつくり (２時間) 

導入 植物も動物も体が細胞からできていることを確

認し，実際に細胞を観察し，共通点と相違点につい

て調べるように促す。 

学習課題 植物と動物の細胞はそれぞれどのような

つくりになっているのだろうか。 

説明 観察の方法とポイントについて説明する。 

観察２ 植物と動物の細胞のつくり 

観察結果の考察 植物の細胞と動物の細胞の共通し

ているところ，異なっているところを，観察結果をもとに

考察させる。 

知･

技② 

最適な細胞像を顕

微鏡の視野に出

し，正確にスケッチ

することができる。 

◯ 適切な操作を行い，植

物の細胞の細胞壁や核

(や葉緑体)，動物の細胞

の細胞膜や核を正しくス

ケッチしている。 

適切な操作を行い，

植物の細胞や動物の細

胞をスケッチしている。 

顕微鏡の操作，スケッ

チのしかたなどの復習を

行う。 
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導入 植物の細胞と動物の細胞の共通点と相違点

は何か，観察結果を発表させる。説明 植物の細胞と

動物の細胞の共通点と相違点をまとめ，各部の名称

とはたらきを説明する。学習課題のまとめ 植物と動

物の細胞にはどちらも核や細胞質，細胞膜がある。ま

た，植物の細胞には細胞壁や葉緑体，液胞がある。 

思･

判表

② 

観察したいろいろ

な細胞の特徴をも

とに，植物と動物そ

れぞれの細胞の基

本的なつくりの共

通点と相違点を見

いだし，一般化す

ることができる。 

  観察をもとに，植物と動

物の細胞の共通点や相

違点を一般化して説明し

ている。 

観察した細胞につい

ての特徴を説明してい

る。 

特徴のはっきりした細

胞の写真を見せて気づか

せる。 

 

 知･

技③ 

植物と動物の細胞

のつくりの共通点と

相違点を理解し，

説明することができ

る。 

◯ 図をかいて，植物と動

物の細胞のつくりの共通

点と相違点，各部の名

称・はたらきを説明してい

る。 

図を見て，植物と動

物の細胞のつくりの共

通点と相違点，各部の

名称・はたらきを説明し

ている。 

植物と動物の細胞のつ

くりの共通点と相違点，各

部の名称・はたらきを説

明する。 
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３ 細胞のはたらき (１時間) 

導入 細胞は生きて活動するために，どのようなことを

行っているのか考えさせる。 

学習課題 細胞は生きて活動するために必要なエネ

ルギーを，どのようにして得ているのだろうか。 

説明 細胞が生きて活動するためのエネルギーは，

酸素を使って栄養分を分解することで取り出されるこ

と，そのとき二酸化炭素と水が発生することなど，細胞

呼吸について説明する。 

学習課題のまとめ 細胞は生きて活動するために必

要なエネルギーを細胞呼吸によって取り出している。

細胞呼吸は，酸素を使って栄養分を分解することで

エネルギーを取り出すはたらきである。 

基本のチェック 第１章の学習内容の定着をはかる。 

思･

判表

③ 

生物は，細胞呼吸

によって活動のエ

ネルギーを取り出

していることを理解

し，細胞呼吸に必

要な物質や発生す

る物質について説

明することができ

る。 

  細胞呼吸とは，酸素を

使って栄養分を分解する

ことで生きるためのエネル

ギーを取り出すはたらき

であることを理解し，なぜ

二酸化炭素と水ができる

のかを説明している。 

細胞呼吸とは，生きる

ためのエネルギーを取

り出すはたらきで，栄養

分と酸素が必要で二酸

化炭素と水ができること

を説明している。 

本文を読ませ，図 11 を

用いて，細胞呼吸につい

て説明する。 

・有機物を燃焼さ

せたとき,二酸化

炭素と水が発生

する(中１) 

 知･

技④ 

細胞呼吸を図式で

表してその意義に

ついて説明するこ

とができる。 

  細胞呼吸を，図 11 の

ような図式で表し，細胞呼

吸の意義について説明し

ている。 

細胞呼吸を，図 11

のような図式で表してい

る。 

図 11 を用いて，細胞

呼吸について説明する。 
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２章 植物の体のつくりとはたらき [11 時間] 

１ 栄養分をつくる (5 時間) 

導入 植物は日光を受けることで栄養分をつくり出し

ていることを思い出させる。 

説明 光合成というはたらきについて定義する。 

考えてみよう 葉のつき方の特徴を見つけさせ，日光

の受けやすさについて共通する意味を考えさせる。  

説明 葉のつき方について説明する。 

思･

判表

④ 

葉のつき方の共通

点や相違点をあ

げ，日光の当たり

方と関連づけて，

考察することができ

る。 

  日光の当たり方と関連

づけて，葉が互いに重な

らないようについているこ

とを，具体例を比較しなが

ら説明している。 

日光の当たり方と関

連づけて，葉が互いに

重ならないようについて

いることを説明してい

る。 

実物を用意し，さまざま

な角度から観察させる。 

・発芽やその後

の成長に必要な

栄養分は種子の

中にある(小５) 

 

 知･

技⑤ 

上から見ると葉が

互いに重なり合わ

ないようについて

いることを理解す

る。 

  葉のつき方について，

上から見ると互いに重なり

合わないようについてい

ることを，具体例をあげて

説明している。 

葉のつき方につい

て，上から見ると互いに

重なり合わないようにつ

いていることを説明して

いる。 

写真や実物を提示して

説明する。 
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導入 光合成はどこで行われているかを考えさせ

る。図示実験 図 14 の実験を演示する。学習課題 

光合成は葉の細胞のどの部分で行われるのだろう

か。話し合ってみよう 図 14 の実験結果から考えられ

主体

② 

光合成と葉緑体の

関係について，探

究しようとしてい

る。 

  光合成と葉緑体の関係

について，積極的に他者

と協力しながら，観察結

果や資料などから適切に

光合成と葉緑体の関

係について，他者と協

力しながら，観察結果

話し合いの場を設けた

り，図 14 やためしてみよ

うの実験を行わせたりす

る。 

・植物は葉に日

光が当たることで

デンプンをつくる

(小６) 



ることを発表させる。ためしてみよう ためしてみようを

演示する。説明 光を当てた方の葉の葉緑体上でヨウ

素デンプン反応がでることを説明する。学習課題のま

とめ 光合成は葉の細胞の中にある葉緑体で行われ

ている。 

考察し，表現しようとして

いる。 

や資料などから考察し

ようとしている。 
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・ 

10 

導入 これまでのまとめをし，光合成の原料につい

ての課題を提示する。 

学習課題 植物が光合成を行うとき，どのような物質

が必要なのだろうか。 

実験１ 光合成にともなう二酸化炭素の出入り 

実験結果の考察 二酸化炭素の増減について，理由

を考えさせる。 

思･

判表

⑤ 

対照実験の計画を

立てることができ

る。 

◯ 対照実験の意味が説

明できているとともに，ど

のような条件で，実験を設

定すればよいか指摘して

いる。 

対照実験の意味につ

いて説明している。 

中心となる実験と対照

実験を区別し，それぞれ

について説明する。 

 

 思･

判表

⑥ 

実験操作の意味を

理解し，光合成の

原料として二酸化

炭素が必要である

ことを，指摘するこ

とができる。 

  対照実験の結果と比較

し，光合成の原料として，

二酸化炭素が必要である

ことを論理的に説明して

いる。 

実験結果から，光合

成の原料として，二酸

化炭素が必要であるこ

とを説明している。 

実験結果を対照実験

の結果と対比させて考え

させる。 
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導入 光合成のはたらきについてわかったことを出

し合わせ，整理する。 

説明 光合成と二酸化炭素の関係を説明する。 

図示実験 図 17 の実験を演示する。 

説明 光合成に必要な物質とエネルギーについて説

明する。 

学習課題のまとめ 光合成では，二酸化炭素と水を

原料とし，光をエネルギーとしてデンプンなどの栄養

分を合成し，酸素を放出している。光合成に関係する

気体の出入りは気孔を通じて行われる。 

知･

技⑥ 

光合成のしくみを

理解する。 

◯ 光合成のしくみを，原

料・生成物・利用するエネ

ルギーに分けて理解し，

実験結果に関連づけて

総合的に説明している。 

光合成のしくみを，原

料・生成物・利用するエ

ネルギーに分けて説明

している｡ 

教科書の図などを用

い，光合成について説明

する。 
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２ 植物の呼吸 (１時間) 

導入 光合成と呼吸でそれぞれ出入りしている気体を

確認し，植物が光合成をしていないときはどうなのか

考えを出し合わせる。 

学習課題 植物も呼吸を行っているのだろうか。 

図示実験 図 20 の実験を演示する。 

説明 植物や動物は，生きていくためのエネルギーを

呼吸から得ていることを説明する。学習課題のまとめ 

植物も動物と同じように，たえず呼吸を行っている。光

合成と呼吸は逆の反応であり，日中は光合成の量が

呼吸の量を上まわるため，外からは呼吸をしているこ

とがわかりにくい。 

思･

判表

⑦ 

光合成と呼吸の行

われる時間帯や気

体の出入りについ

て，考察することが

できる。 

◯ 光合成と呼吸の行われ

る時間帯と，気体の出入

りを，結びつけて考えて

いる。 

光合成と呼吸の行わ

れる時間帯と気体の出

入りについて考えてい

る。 

呼吸と光合成におい

て，出入りする気体を確

認させる。 

 

 知･

技⑦ 

光合成と植物の呼

吸について理解す

る。 

  光合成と植物の呼吸に

ついて，動物と対比しな

がら説明している。 

植物が呼吸を行って

いることを説明してい

る。 

植物の呼吸について

説明する。 

 

５

月

⑫ 

13 

・ 

14 

３ 水や栄養分を運ぶ (6 時間) 

導入 植物の体の中をどのようにして水や養分，栄養

分がすみずみまで行き渡るのかを考えさせ，動機づ

思･

判表

⑧ 

根毛が無数にある

ことの利点を推論

することができる。 

  根毛があることによって

表面積が大きくなることに

着目し,水や養分の吸収

根毛により，水や養

分を一度にたくさん吸

水や養分は根の表面

から吸収されることを説明

・根から取り入れ

た水は,葉から水



けを行う。植物にとってたいせつな水は，どこから取り

入れられ，どのように運ばれるのかを考えさせる。思い

出してみよう 植物の根は，土の中でどのように広がっ

ていただろうか。説明 根毛のはたらきについて説明

する。学習課題 根から吸い上げられた水や養分，葉

でつくられた栄養分は，植物の体にどのようにいきわ

たっているのだろうか。観察３ 根と茎と葉のつくり（根

と茎の内部の観察）観察結果の考察 水が根や茎の

どの部分を通っているか，観察結果から考察させる。 

の効率と関連させて説明

している｡ 

収できることを説明して

いる。 

するとともに，提示物など

を工夫し考えさせる。 

蒸気となって出

ていく(小６) 

 知･

技⑧ 

根や茎の切片をつ

くり，それらのつくり

を観察することが

できる。 

  切片作製や顕微鏡の

設定を適切に行い，細部

まで正確に観察してい

る。 

顕微鏡観察時の倍

率設定などを適切に行

って観察している。 

顕微鏡操作方法を確

認させる。 
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導入 前回の観察３を思い出させ，根や茎を着色し

た際，葉脈も着色されていたことを伝え，葉について

の興味を喚起する。 

学習課題 根から吸い上げられた水や養分，葉でつ

くられた栄養分は，植物の体にどのようにいきわたっ

ているのだろうか。 

観察３ 根と茎と葉のつくり（葉の内部の観察） 

観察結果の考察 葉の表裏で特徴に違いがあること

を示唆し，興味をもって考えさせる。 

知･

技⑨ 

葉の表皮や断面の

プレパラートをつく

り，顕微鏡で，観察

することができる。 

  適切なプレパラートを

作製し，構造観察に適し

た場所を選び出して，正

確に観察している。 

葉の断面について，

正確に観察している。 

観察に適した組織を示

し，着目すべき点を説明

する。 

 

 思･

判表

⑨ 

葉の断面の観察か

ら，葉のつくりの規

則性を見いだし，

特徴を指摘するこ

とができる。 

○ 葉は表皮と葉肉からな

り，葉肉の細胞に葉緑体

が含まれること，葉の表側

と裏側で細胞の配列など

に違いがあることを見い

だし，説明している。 

葉のつくりは，表皮と

葉肉の部分からなり，葉

肉の細胞には葉緑体が

あることを見いだし，説

明している。 

葉の断面の拡大写真

を示し，気づきを促す。 
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・ 

17 

導入 観察３の結果を出し合わせる。説明 観察結

果に基づき，茎の道管・師管と，根の道管・師管につ

いて説明する。維管束とその配列について説明する。

説明 観察結果に基づき，葉の表側と裏側の構造の

違いや気孔について説明する。学習課題のまとめ 

根から吸い上げられた水や養分は，茎の中の道管を

通り，体全体へと運ばれる。道管は師管といっしょに

なって維管束をつくる。維管束の配列には２とおりあ

る。また，葉の表面は表皮におおわれ，水蒸気の出

口と酸素や二酸化炭素の出入り口になっている気孔

がある。葉の内部には葉緑体を含んだ細胞が多数見

られ，葉脈には何本もの管が見られる。内部の細胞の

並び方には，葉の表側と裏側とで違いがある。 

思･

判表

⑩ 

茎の維管束の並び

方には２とおりある

ことを，指摘するこ

とができる。 

  維管束の並び方には２

とおりあることを，具体例

をあげて指摘している。 

維管束の並び方には

２とおりあることを指摘し

ている。 

比較可能な写真を提

示して気づかせる。 

 

 知･

技⑩ 

道管と師管の役割

を理解する。 

◯ 道管と師管の役割を根

から葉までつながる維管

束と関連づけて説明して

いる。 

道管と師管の役割を

説明している。 

図を見せて説明する。  

 知･

技⑪ 

葉の断面や表皮の

つくりについて理

解している。 

◯ 模式図をかいて，細

胞・葉緑体・気孔など，葉

の構造を説明している。 

図を見て，細胞・葉緑

体・気孔など，葉の構造

を説明している。 

図や写真を用いて，葉

のつくりを説明する。 
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導入 観察３の結果を思い出させる。 

説明 気孔と蒸散について説明する。 

図示実験 図 32 の実験を演示する。 

考えてみよう 葉の表面と裏面との蒸散量の違いか

ら，葉の表面と裏面にある気孔の数の違いを考えさせ

る。 

学習課題のまとめ 気孔からの蒸散によって，水や水

にとけた養分が，体のすみずみまで運ばれる。一般

的に気孔の数は葉の表側より裏側の方が多い。 

例題 蒸散量の求め方を説明し，練習問題を解かせ

る。 

思･

判表

⑪ 

気孔が，葉の裏側

に多く存在すること

を，推論することが

できる。 

  蒸散の実験結果を分

析・解釈し，気孔が葉の

裏側に多いこと推論し，

根拠をもって説明して 

いる。 

蒸散の実験結果など

を分析・解釈し，気孔が

葉の裏側に多いことに

ついて推論している。 

図 32 の蒸散の実験

で，葉の表と裏に同じ数

だけ気孔があったら結果

はどうなるか考えさせ 

る。 

 

 知･

技⑫ 

蒸散のはたらきに

ついて理解する。 

  根からの水や養分の移

動に関連づけて，蒸散の

はたらきについて説明し

ている。 

蒸散のはたらきにつ

いて説明している。 

蒸散のはたらきを再度

説明する。 

 

 知･

技⑬ 

水の移動を中心に

して，植物のつくり

◯ 植物のはたらきについ

て，植物の体のつくりと関

植物のはたらきにつ

いて，説明している。 

ワークシートなどを用

い，これまで学習してきた

 



説明 図 34 を用いて，これまでに学習してきた植物

の体のつくりとはたらきについて総合的に整理してま

とめる。 

基本のチェック 第２章の学習内容の定着をはかる。 

とはたらきについて

総合的に理解す

る。 

連づけて総合的に説明し

ている。 

ことがらを１つずつまとめ

させる。 
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３章 動物の体のつくりとはたらき [１3 時間] 

１ 栄養分をとり入れる (7 時間) 

導入 わたしたちが毎日食べているものをあげさせ，

動物が必要としている栄養分は何かを考えさせる。 

説明 食物に含まれるおもな栄養分とそのはたらきに

ついて説明する。 

説明 栄養分を，吸収できる状態に分解することが

「消化」であることを説明する。 

知･

技⑭ 

動物が必要として

いる栄養分の種類

をあげ，消化の意

義を説明できる。 

◯ エネルギー源として，

炭水化物，タンパク質，脂

肪が必要であること，それ

らを吸収されやすい状態

まで分解することが消化

であることを説明してい

る。 

炭水化物，タンパク

質，脂肪を分解すること

が消化であることを説明

している。 

わたしたちが食べてい

るものを思い出させ，図

35 をもとに，再度，説明

する。  

ヒトは声明を支え

るために,栄養分

や酸素,二酸化

炭素を血液で運

搬している(小６) 

・家庭科「五大栄

養素」 
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思い出してみよう 唾液とデンプンの入った容器に

ヨウ素液を入れるとどうなったかを思い出させる。学習

課題 デンプンが分解されると，どのような物質になる

のだろうか。考えてみよう 図 35 をもとに，デンプンが

分解されると何になるか予想させる。探 Q実験２ 唾

液のはたらき(課題～計画) 説明 ベネジクト溶液の

反応について説明をする。 

主体

③探

Ｑシ

ート 

唾液のはたらきを

調べる実験につい

て，他者とかかわり

ながら，見通しをも

って実験を主体

的・協働的に計画

しようとする。 

◯ 自分の意見を出しなが

ら，まわりの意見にも耳を

傾け，見通しをもって実

験を計画しようとしてい

る。 

まわりの意見に耳を

傾け，見通しをもって実

験に参加しようとしてい

る。 

主体的・協働的に実験

に参加する意欲を喚起す

る。 

・ヨウ素溶液はデ

ンプンが存在す

ると青紫色に変

化する(小６) 

・唾液はデンプン

を別の物質に変

化させる(小６) 

 知･

技⑮ 

対照実験を設定し

て，唾液がデンプ

ンを分解するはた

らきを調べることが

できる。 

  唾液を入れない試験管

を用意し，その用意した

理由を理解して，実験し

ている。 

唾液を入れない試験

管を用意して，実験して

いる。 

対照実験について，光

合成の実験を思い出させ

る。 
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導入 探Ｑ実験２の課題や計画を確認する。 

探Ｑ実験２の続き 唾液のはたらき(実験の実施) 

実験結果の考察 探 Q実験２の結果からどのようなこ

とがわかるか考えさせる。 

主体 

④ 

唾液のはたらきを

調べる実験につい

て，粘り強く課題を

解決しようとする。 

  自分で唾液を採取し，

進んで実験に参加し，粘

り強く課題を解決しようと

している。 

実験に協力して参加

し，唾液のはたらきを調

べようとしている。 

唾液の採取のしかたを

もう一度説明して，参加

する意欲を喚起する。 
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・ 

23 

導入 探Ｑ実験２の結果と考察を確認する。 

表現してみよう 探 Q実験２からわかったことや結論

を発表したり，レポートにまとめたりして表現させる。 

思･

判表

⑫ 

唾液のはたらきを

調べる実験結果か

ら，デンプンの分

解について推論す

ることができる。 

  ベネジクト溶液の反応

の結果から，デンプンの

分解についてその理由も

含めて説明している。 

ベネジクト溶液の反

応の結果から，デンプ

ンの分解について説明

している。 

ヨウ素溶液とベネジクト

溶液のはたらきを，再度，

説明する。 

 

 知･

技⑯ 

唾液には，デンプ

ンを分解するはた

らきがあることを説

明できる。 

◯ 唾液には，デンプンを

分解するはたらきがあるこ

とを，実験結果を交えな

がら説明している。 

唾液には，デンプン

を分解するはたらきがあ

ることを理解している。 

実験結果について，表

をきちんとまとめさせ，そ

の結果について説明す

る。 
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導入 探Ｑ実験２の結果を思い出させる。説明 消

化器官について説明する。説明 消化のはたらきに

ついて説明する。学習課題のまとめ デンプンは唾液

によって，糖に分解されるなど，取り入れられた食物

は，口から肛門までつながった消化管を通っていく間

知･

技⑰ 

おもな消化酵素の

種類とはたらきに

ついて説明でき

る。 

◯ アミラーゼやほかの酵

素名を具体的にあげ，そ

のはたらきを説明してい

る。 

アミラーゼのはたらき

を説明している。 

図 37 を用いて，いくつ

かの酵素のはたらきを説

明する。 

 



に，消化液中の消化酵素によって分解され，吸収で

きる物質になる。 

６

月

⑯ 
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導入 消化のはたらきについて復習させる。 

学習課題 消化された栄養分は，どのようにして体内

にとり入れられるのだろうか。 

説明 小腸の壁には柔毛という小さな突起が多数あ

り，消化された栄養分はこの突起から吸収されること

を説明する。 

考えてみよう 柔毛があることによって，表面積がどう

変化するのかを考えさせる。 

説明 図 38 を用いて栄養分の吸収の流れについて

説明する。 

学習課題のまとめ 消化された栄養分は，おもに小腸

の柔毛から吸収され，毛細血管やリンパ管に入った

後，血液によって全身に送られる。 

思･

判表

⑬ 

小腸の内面に多数

の柔毛があること

を，栄養分の効率

的な吸収と関連づ

けて考察すること

ができる。 

  柔毛があることにより，

表面積を広くし，効率的

に栄養分を吸収できるこ

とを考察している。 

柔毛があることによ

り，表面積を広くしてい

ることを理解している。 

図 38 を用いて，小腸

のつくりと柔毛のはたらき

について説明する。 

 

 知･

技⑱ 

消化された栄養分

が吸収される道す

じを説明できる。 

◯ 消化された栄養分が毛

細血管やリンパ管に入る

ことを理解し，その経路を

説明している。 

消化された栄養分が

毛細血管やリンパ管に

入ることを理解してい

る。 

図 38 を用いて，消化さ

れた栄養分の吸収の経

路を説明する。 

 

 

26 

２ 動物の呼吸 (１時間) 

導入 １章で学習した細胞呼吸に使う酸素をヒトはどこ

からどのようにして取り入れているのか考えさせる。 

学習課題 ヒトは，どのようにして酸素を体内にとり入

れているのだろうか。 

説明 空気中の酸素が肺による呼吸によって取り入

れられ，細胞に運ばれる道すじや肺のつくりについて

説明する。 

学習課題のまとめ 細胞呼吸に必要な酸素は，呼吸

によって肺の奥の肺胞から毛細血管を流れる血液に

取り入れられる。また，細胞呼吸によって発生した二

酸化炭素も，血液に溶けて肺に運ばれ，息をはくとき

に体外に出される。 

思･

判表

⑭ 

肺が多数の肺胞か

らできている意義

を説明することが

できる。 

  肺胞があることにより，

表面積を広くしていること

を理解し，説明している。 

肺胞があることによ

り，表面積を広くしてい

ることを理解している。 

図 41 を用いて，肺胞

のつくりについて説明す

る。 

 

 思･

判表

⑮ 

肺による呼吸を細

胞呼吸と関連づけ

て考察することが

できる。 

  呼吸の本質が細胞呼

吸であることを，肺と細胞

における呼吸とを関連づ

けて，考察している。 

呼吸の本質が細胞呼

吸であることを考察して

いる。 

図 40，41 をあわせて

用いて，呼吸について，

再度説明する。 

 

 知･

技⑲ 

ヒトの呼吸器官の

つくりと肺胞でのガ

ス交換のしくみを

説明できる。 

◯ ヒトの呼吸器官のつくり

とはたらきについて，各部

の名称をあげて，それぞ

れを関連づけて説明して

いる。 

ヒトの呼吸器官のつく

りとはたらきについて，

各部の名称をあげて説

明している。 

小学校６年の学習を思

い出させた後，図 41 を用

いて説明する。 
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３ 不要な物質のゆくえ (１時間) 

導入 細胞のはたらきによってできる不要な物質は，

その後どうなるのか考えさせる。 

学習課題 体内でできた不要な物質はどのように排

出されるのだろうか。 

説明 アミノ酸が分解すると，アンモニアができること，

そしてそれがどのように体外に排出されるかについて

説明する。 

学習課題のまとめ 細胞の活動でできた不要な物質

のうち，アンモニアは肝臓で尿素に変えられた後，腎

臓で血液中からこし出されて尿として体外に排出され

る。 

知･

技⑳ 

細胞の活動ででき

た不要な物質のう

ち，アンモニアが

腎臓などのはたら

きで排出されるしく

みについて理解す

る。 

◯ 不要な物質のうちアン

モニアは肝臓で害の少な

い尿素に変えられて，腎

臓などのはたらきで排出

されるしくみを理解し説明

している。 

腎臓が，アンモニア

などの不要な物質を体

外に出すはたらきをして

いることを理解してい

る。 

自分が毎日排尿してい

ることから，腎臓のはたら

きについて考えさせる。 
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４ 物質を運ぶ (４時間)導入 小腸で吸収された

栄養分や肺で取りこまれた酸素をどのようにして全身

の細胞に届けるのかを考えさせる。学習課題 血液は

どのようなしくみで，栄養分や酸素，二酸化炭素など

を運ぶのだろうか。思い出してみよう 小学校６年の血

液の学習を思い出させる。ためしてみよう 「ためして

みよう」を演示する。 

思･

判表

⑯ 

血液循環のしくみ

について，既習内

容や日常経験から

問題を見いだした

り考えたりする。 

  血液循環のしくみにつ

いて，小学校段階での内

容を理解し，血液循環と

各器官のはたらきと関連

させて問題を見いだし，

表現している。 

血液循環のしくみに

ついて，小学校段階で

の内容を理解し，問題

を見いだしている。 

メダカの血液の流れの

観察を行わせたり，映像

教材を活用したりして，血

液によって栄養分や酸

素，二酸化炭素を運搬し

ていることなどを思い出さ

せる。 
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導入 ヒメダカの尾びれで観察した赤血球のほか

に，血液の成分にはどんなものがあり，どんなはたらき

をしているのか質問する。 

説明 血液の成分と，それぞれのはたらきを説明す

る。 

説明 組織液と，そのはたらきについて説明する。 

知･

技㉑ 

おもな血液の成分

と組織液のはたら

きについて説明で

きる。 

◯ 血液成分を４つあげて

その役割を説明でき，組

織液について説明してい

る。 

血液成分の名称とそ

の役割，組織液につい

て理解している。 

図 48 を用いて説明す

る。 
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導入 脈拍数を測ったり，聴診器で心音を聞かせ

たりして関心を高めた後，心臓の役割について質問

する。  

説明 図 51～53 をもとに，ヒトの血管の種類と心臓の

つくりとはたらきについて説明する。 

ためしてみよう 「ためしてみよう」を演示する。 

知･

技㉒ 

血管の種類や心臓

のつくりとはたらき

について説明でき

る。 

◯ 血管の種類や心臓の

つくりとはたらきについて

理解し，説明している。 

血管の種類や心臓の

つくりとはたらきについ

て理解している。 

図 51～53 を用いて説

明する。 
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導入 心臓を出た血液は，どのような経路を経て再

び心臓に戻ってくるのか考えさせる。 

説明 血液は，心臓→動脈→毛細血管→静脈→心

臓の順に流れ，ヒトでは，全身をめぐる体循環と，肺で

酸素を取り入れる肺循環とを交互にくり返して循環し

ていることを，図 54 をもとに説明する。 

説明 血液循環は生命の維持に重要な役割を果たし

ていることを理解させる。 

学習課題のまとめ 小腸から吸収された栄養分や肺

から取り入れられた酸素，細胞のはたらきでできた二

酸化炭素やアンモニアなどの移動は，すべて血液の

循環によって行われている。 

基本のチェック 第３章の学習内容の定着をはかる。         

知･

技㉓ 

血液循環の道すじ

について，心臓や

流れる血液の特徴

と関連づけて説明

できる。 

◯ 血液循環の道すじにつ

いて，心臓や流れる血液

の特徴と関連づけて理解

し，説明している。 

血液循環の道すじに

ついて，心臓や流れる

血液の特徴を理解して

いる。 

図 54 を用いて，血液

循環の道すじを説明し，

それぞれの血液の特徴を

説明する。 

 

 主体 

⑤ 

学習内容をふり返

り，動物の生命を

維持するしくみに

ついて，さまざまな

視点で理解を深め

ている。 

  学習内容をふり返り，

動物の生命を維持するし

くみについて，血液循環

と，消化・吸収，呼吸，排

出のはたらき全てを関連

づけて，総合的に理解

し，説明している。 

学習内容をふり返り，

動物の生命を維持する

しくみについて，血液循

環と，消化・吸収，呼

吸，排出のはたらきの

いずれかを関連づけて

理解している。 

第２章で学習した消

化・吸収，呼吸，排出に

ついて思い出させ，各器

官と血液循環の関係を説

明する。 
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・ 

33 

４章 動物の行動のしくみ [7 時間] 

１ 感じ取るしくみ (3 時間) 

導入 動物の刺激と反応のしくみはどのようになって

いるのか考えさせる。学習課題 動物は外界からの刺

激をどこでどのようにして受けとっているのだろうか。              

話し合ってみよう 図 56 を参考に，どのような刺激を

どの感覚器官で受け取っているのかを話し合う。説明 

刺激の種類とそれを受け取る感覚器官について説明

する。ためしてみよう 「ためしてみよう」を演示する。 

知･

技㉔ 

動物にはどのよう

な感覚器官があ

り，それぞれどのよ

うな刺激を受け取

っているか説明で

きる。 

◯ 動物の感覚器官を５つ

あげることができ，それぞ

れがどのような刺激を受

け取っているか説明して

いる。 

動物の感覚器官をい

くつかあげることがで

き，それぞれがどのよう

な刺激を受け取ってい

るか説明している。 

自身の体について考え

させ，例えば視覚につい

て説明する。 

・物質が凸レンズ

の焦点の外側に

あるとき、上下・

左右逆向きの実

像ができる(中１) 

・音は波として伝

わり,物体を振動

させる(中１) 
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導入 わたしたちが五感でどのように刺激をキャッ

チしているのか考えさせる。 

説明 感覚器官としてのヒトの目と鼻や舌のつくりとは

たらきについて説明する。 

説明 ヒトの耳と皮膚のつくりとはたらきについて説明

する。 

学習課題のまとめ 外界からの刺激には，光・音・に

おい・味・痛み・圧力・温度変化などがあり，これらの

刺激は目・耳・鼻・舌・皮膚などの感覚器官によって受

け取られる。 

知･

技㉕ 

ヒトのおもな感覚器

官をあげ，そのつく

りと受け取った刺

激を脳に伝えるしく

みを説明できる。 

◯ ヒトのおもな感覚器官

のつくりと，刺激を受け取

り脳に伝えるしくみを理解

し，説明している。 

ヒトのおもな感覚器官

のつくりと，刺激を受け

取り脳に伝えるしくみを

理解している。 

図 57〜61 を用いなが

ら，いろいろな感覚器官

のしくみを説明する。 
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２ 刺激を伝えたり反応したりするしくみ (３時間) 

導入 「飛んできたボールをつかむ」などの身近な例

をあげて，目と手がどのようにつながっているのか考

えさせる。 

学習課題 受けとられた刺激は，どのような経路でど

こに伝わり，反応が起きるのだろうか。 

説明 中枢神経と末梢神経について説明する。 

知･

技㉖ 

ヒトの神経系が脳・

脊髄からなる中枢

神経と，これから枝

分かれする末梢神

経とからなることを

説明できる。 

◯ 中枢神経と末梢神経の

関係について，脳，脊

髄，感覚神経，運動神経

などの名称を用いて説明

している。 

中枢神経と末梢神経

の関係について理解し

ている。 

図 62 を用いて，中枢

神経と末梢神経の関係を

説明する。 
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導入 刺激を脳に伝えたり，脳からの命令の信号を

筋肉や内臓に伝える役目をしているのは何かを思い

出させる。 

実験３ 刺激を受けとってから，反応するまでの時間 

実験結果の考察 実験の結果から，刺激を受け取っ

てから反応するまでに一定の時間が必要なことに気

づかせ，信号の伝わる経路に関係があることを考察さ

せる。 

知･

技㉗ 

ヒトの反応時間を

調べる実験を行

い，その結果をわ

かりやすくまとめる

ことができる。 

◯ 実験結果から，反応ま

でにかかる時間を計算

し，データを正確にわかり

やすくまとめている。 

実験結果から，反応

までにかかる時間を計

算することができてい

る。 

計算のしかたを支援

し，データを処理できるよ

うにする。 

 

 思･

判表

⑰ 

ヒトの反応時間を

調べる実験結果な

どから，感覚器官

が刺激を受け取っ

て反応が起こるま

での経路について

考察することができ

る。 

  実験結果などをもとに，

刺激から反応までのしく

みと，それに要する時間

などについて考察してい

る。 

反応までに時間がか

かることを，中枢神経と

末梢神経の関係などを

もとに考察している。 

反応までの道すじを思

い出させるとともに，脳の

存在などを示唆する。 
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導入 実験３の結果を思い出させ，刺激が命令とな

って運動器官に伝わるまでに，体の中ではどのような

ことが起こっているのか考えさせる。説明 刺激の信

号が脳に伝えられ，命令の信号となって運動器官に

伝えられるしくみについて説明する。説明 反射につ

いて説明するとともに，反射がふつうの反応とどのよう

に違うか考えさせる。図示実験 図 65 の実験を演示

する。考えてみよう 図 64 をもとに，反射のときの刺激

と命令の信号の伝達について図で説明させる。学習

課題のまとめ 感覚器官で受け取った刺激の信号

は，感覚神経を通って中枢神経に伝えられる。中枢

神経は刺激の信号に対して適切な命令を下し，その

知･

技㉘ 

感覚器官が受け取

った刺激によって，

ヒトの体にいろいろ

な反応が起こるしく

みについて説明で

きる。 

◯ 実験３の結果などから，

感覚器官が受け取った刺

激によって反応が起こる

までのしくみを説明してい

る。 

刺激が脳に伝えら

れ，脳からの命令が運

動器官に伝えられる道

すじが説明している。 

ヒトの中枢神経と末梢

神経の関係について再

度，説明する。 

 

 知･

技㉙ 

反射のしくみと特

徴について説明で

きる。 

  反射について，例をあ

げて説明できるとともに，

ふつうの反応との違いに

ついても理解している。 

反射について，例を

あげて説明している。 

光に対する瞳の変化や

唾液の分泌などの例をあ

げ，ふつうの反応との違

いに気づかせる。 

 



信号が運動神経を通して運動器官に伝えられて反応

が起こる。 
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３ 運動のしくみ （１時間） 

導入 脳からの命令の信号が運動器官に伝えられる

しくみを思い出させる。 

学習課題 わたしたち動物は，どのようなしくみで運

動するのだろうか。 

思い出してみよう 中学校１年での学習より脊椎動物

の体のつくりの特徴を思い出させる。 

説明 骨格と筋肉の関係について説明する。 

ためしてみよう 「ためしてみよう」を演示する。 

説明 運動のしくみについて説明する。 

学習課題のまとめ 動物は発達した筋肉と骨格が互

いに関係し合ってはたらくことにより，活発な運動がで

きる。 

基本のチェック 第４章の学習内容の定着をはかる。 

知･

技㉚ 

手羽先のつくりを

積極的に調べ，そ

の結果をもとに，骨

格と筋肉の関係や

手足が動くしくみを

理解する。 

  手羽先のつくりを積極

的に調べ，その結果をも

とに，骨格と筋肉の関係

や手足が動くしくみを説

明している。 

手羽先のつくりを調

べている。 

手羽先は食用であるこ

とを示し，生徒の解剖へ

の抵抗感を和らげる。 

・ヒトの体は,筋肉

と骨,関節のはた

らきで動いている

(小４) 

 思･

判表

⑱ 

自身の手足の動き

を，骨格と筋肉の

学習をもとに考察

することができる。 

  ヒトのうでがどのようにし

て曲がるかを理解でき，

説明している。 

ヒトのうでがどのように

して曲がるかを理解して

いる。 

自分のうでの動きを確

認させながら，説明する。 

 

 知･

技㉛ 

ヒトの体の運動が，

骨格と筋肉によっ

て行われていること

を説明することが

できる。 

◯ ヒトの体の運動のしくみ

を，骨格と筋肉のはたらき

から説明している。 

ヒトのうでの運動のし

くみを，骨格と筋肉のは

たらきから説明してい

る。 

図 67 を用いて，ヒトのう

でが曲がるしくみを再度，

説明する。 
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力だめし [１時間] 

学んだ後にリトライ！ 学習したことをもとにして，「植

物と動物のちがいは？」について考えさせ，自分の考

えを説明させる。 

※この単元で身についた資質・能力を総括的に評価する。 
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ダイヤモンドをつくる粒子 [１時間] 

説明 ダイヤモンドは目に見えない小さな粒子が規則

的に並んでできた結晶であること，また，ダイヤモンド

以外の宝石も同様であることを説明し，「化学変化と

原子・分子」の学習への興味・関心を高める。 

学ぶ前にトライ！  「学ぶ前にトライ！」に取り組ませ

る。 

思･

判 

表① 

物質を構成する小

さな粒子につい

て，自分の考えを

表現することができ

る。 

  ダイヤモンドが小さな

粒子で構成されているこ

とを意識しながら，ほかの

物質についても自分の考

えを表現している。 

物質を構成する小さ

な粒子について自分の

考えを表現している。 

物質の三態変化や溶

解のモデルなど既習事項

と関連づけながら考えさ

せる。 

・物質は粒子で

できている(中１) 

７

月

⑫ 

2 

・ 

3 

１章 物質の成り立ち [11 時間] 

１ 物質を加熱したときの変化 (4 時間) 

導入 どら焼きの皮とカルメ焼きの断面写真を見せ，

細かい隙間がたくさんあいていることに気づかせる。 

話し合ってみよう どら焼きの皮とカルメ焼きに共通す

る材料に注目し，細かい隙間がどのようにしてできた

か確かめる方法を考えさせる。 

図示実験 図 5 の実験を演示する。 

学習課題 炭酸水素ナトリウムを加熱すると，どのよう

な変化が起こるのだろうか。 

説明 図 5 の実験で，加熱中に気泡が発生している

思･

判 

表② 

炭酸水素ナトリウム

の加熱による変化

について，見通し

をもって解決する

方法を立案するこ

とができる。 

○ 炭酸水素ナトリウムの

加熱による変化につい

て，生成する物質の集め

方や調べ方を，これまで

の学習を活かして立案

し，結果の予想もしてい

る。 

炭酸水素ナトリウムの

加熱による変化につい

て，生成する物質の集

め方や調べ方を立案し

ている。 

どら焼きの皮やカルメ

焼きの断面に細かい隙間

がたくさんあいていること

を確認させ，中学校１年

で学習した気体の集め方

や調べ方を確認させる。 

・気体の集め方,

気体の性質(中

1) 



ことから，炭酸水素ナトリウムを加熱すると気体が発生

することを説明する。 

思い出してみよう 気体が発生する変化を思い出させ

る。 

考えてみよう 気体の集め方や調べ方を思い出させ

ながら，炭酸水素ナトリウムを加熱したときに発生する

気体を調べる実験計画を立案させる。 
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導入 前時で立案した実験計画を確認させる。 

実験１ 炭酸水素ナトリウムを加熱したときの変化 

実験結果の考察 炭酸水素ナトリウムを加熱したとき

の変化から，どのような物質に変化したかを考えさせ

る。 

知･

技 

① 

生成した物質の性

質を調べるため

に，実験器具等を

適切に選択し，こ

れらの基本操作を

行うことができる。 

○ 生成した物質の性質を

調べるために，計画や予

想をもとに実験器具等を

適切に選択し，これらの

基本操作を正しく行って

いる。 

生成した物質の性質

を調べるために，実験

器具等を適切に選択

し，これらの基本操作を

行っている。 

生成した物質に応じた

器具の選択と調べ方を確

認させる。 
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導入 実験１の結果と考察を想起させる。 

説明 炭酸水素ナトリウムを加熱したときに何ができた

かを，その理由を示しながら確認する。 

学習課題のまとめ 炭酸水素ナトリウムを加熱すると，

炭酸ナトリウム，二酸化炭素，水に変化する。 

学習課題 加熱によって別の物質ができる変化は，ほ

かにもあるのだろうか。 

ためしてみよう 「ためしてみよう」を演示する。 

説明 酸化銀を加熱する実験の結果と考察を説明

し，化学変化，分解を定義する。 

学習課題のまとめ 酸化銀を加熱すると，銀と酸素に

変化する。 

思･

判 

表③ 

実験結果を分析・

解釈し，もとの物質

とは異なる性質を

もった別の物質に

分かれたことを論

理的に説明するこ

とができる。 

  もとの物質とは異なる

性質をもった別の物質に

分かれたことを根拠を示

して説明している。 

もとの物質とは異なる

性質をもった別の物質

に分かれたことを説明し

ている。 

実験結果を用いて，具

体的な理由とともに自分

の考えを述べさせる。 

・金属の性質に

は金属光沢,電

気伝導性,熱伝

導性,延性展性

がある(中１) 

 知･

技 

② 

化学変化や分解に

ついて理解する。 

  化学変化，分解につい

て理解し，具体例をあげ

て説明している。 

化学変化，分解につ

いて理解している。 

実験結果に注目させ，

実験結果と関連づけなが

ら定義を説明する。 
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・ 

7 

２ 水溶液に電流を流したときの変化 (4 時間) 

導入 水を分解することができるか問題を提起する。

説明 水は高温に熱しても別の物質に変化しないが，

電流を流すと気体が発生することを説明する。 学習

課題 水に電流を流したときに発生する気体は何だろ

うか。話し合ってみよう 空気中の酸素と水素が結び

ついて水ができた反応の逆を予想させる。説明 「実

験のスキル」を用いて，電気分解装置の使い方を説

明する。 

主体

① 

水が分解するとどう

なるかという問題に

進んで関わり，見

通しをもつなど，科

学的に探究しようと

する。 

  水が分解するとどうなる

かという問題に進んで関

わり，空気中での水素の

燃焼によって水が生成し

たことをもとに，結果を予

想しながら，科学的に探

究しようとしている。 

水が分解するとどうな

るかという問題に進んで

関わり，結果を予想しな

がら，科学的に探究しよ

うとしている。 

水素にマッチの火を近

づけて点火した実験を想

起させる。 

・硫酸銅水溶液

の中では,硫酸銅

の粒子が水の中

に一様に広がっ

て存在している

(中１) 

・液体の水は,加

熱すると気体の

水蒸気になり,冷

却すると固体の

氷になる(小４・中

１) 

・気体の性質(中

1) 
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導入 電気分解装置の使い方を想起させる。 

実験２ 水に電流を流したときの変化 

実験結果の考察 実験２からわかることを考えさせる。 

思･

判 

表④ 

実験結果を分析・

解釈し，分解によ

って生成した物質

を推定することが

できる。 

○ 実験２の結果を分析・

解釈し，水に電流を流し

たときに生成した物質を，

根拠をもとに推定してい

る。 

実験２の結果を分析・

解釈し，水に電流を流

したときに生成した物質

を推定している。 

電流を流すことによっ

て，水が化学変化したこと

を確認させる。 
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導入 実験２の結果と考察を想起させる。 

説明 水に電流を流したときの変化について，その理

由を示しながら説明する。 

学習課題のまとめ 水に電流を流すと，陰極から水素

が，陽極から酸素が発生する。 

図示実験 図 14 の実験を演示・説明し，塩化銅水溶

液の電気分解について説明する。 

説明 電気分解を定義する。 

知･

技 

③ 

電気分解について

説明することができ

る。 

  電気分解について理

解しており，具体例をあげ

て説明している。 

電流を流すことによっ

て物質が分解し，性質

の異なる別の物質が生

成することを説明してい

る。 

電気分解の例（水，塩

化銅水溶液）を確認さ

せ，それらに共通する点

について考えさせる。 
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３ 物質のもとになる粒子 (１時間) 

導入 銀の表面の画像から，何がわかるかを考えさせ

る。 

学習課題 物質をさらに細かく分けていくと，どのよう

になるのだろうか。 

思い出してみよう 溶解や状態変化での粒子を思い

出させる。 

説明 すべての物質が原子からできていることを説明

する。 

説明 原子の性質を説明する。 

話し合ってみよう 錬金術の失敗を原子の性質から考

えさせる。 

学習課題のまとめ 物質は，目に見えない粒子である

原子からできている。 

知･

技 

④ 

物質は原子からで

きていることを理解

しており，原子の性

質を説明すること

ができる。 

  物質は原子からできて

いることを理解しており，

原子の性質を説明してい

る。 

物質は原子からでき

ていることを理解してい

る。 

教科書 p.155 の金属

表面の拡大画像を再確

認させる。 

物質は粒子でで

きている(中１) 
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４ 原子が結びついてできる粒子 (２時間) 

導入 原子の性質を想起させる。 

学習課題 原子はどのようにして物質をつくっている

のだろうか。 

説明 いくつかの原子が結びついてできた分子という

粒子があることを説明する。 

知･

技 

⑤ 

いくつかの原子が

結びついて分子が

できていることを理

解する。 

  いくつかの原子が結び

ついて分子ができている

ことを，具体例をあげて説

明している。 

いくつかの原子が結

びついて分子ができて

いることを説明してい

る。 

分子がどのようなもので

あるか確認させる。 

・物質が状態変

化をしたとき,その

体積は変化する

が,質量は変化し

ない(中１) 
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導入 いくつかの原子が結びついた分子を想起さ

せる。実習１ 分子のモデルづくり説明 「わたしのレ

ポート」で，分子についてまとめる。説明 分子からで

きていない物質もあることを説明する。学習課題のま

とめ 酸素，水などの物質は，原子どうしが結びつい

思･

判表

⑤ 

原子のモデルを用

いて，分子がどの

ようにできているか

を表現することが

できる。 

  原子のモデルを用い

て，分子がどのようにでき

ているかを，わかりやすく

表現している。 

原子のモデルを用い

て，分子がどのようにで

きているかを表現してい

る。 

簡単な分子のモデルを

多くつくらせ，分子モデル

が何を表しているか，再

確認させる。 

 



 て分子をつくって存在している。説明 状態変化につ

いて確認する。 表現してみよう 水の状態変化と電

気分解の違いを，図 25 のモデルを用いて説明させ

る。基本のチェック 第１章の学習内容の定着をはか

る。 

主体 

② 

これまでの学習を

ふり返り，状態変化

と化学変化の違い

について，原子や

分子のモデルと関

連づけながら，粘り

強く解決しようとす

る。 

○ 水の状態変化と水の電

気分解の違いについて，

原子や分子のモデルを

用いて考え，他者とかか

わりながら粘り強く解決し

ようとしている。 

水の状態変化と水の

電気分解の違いについ

て，原子や分子のモデ

ルを用いて説明しようと

している。 

それぞれの実験で観

察された結果を，原子や

分子の考え方から再度捉

えさせ，原子や分子のモ

デルで視覚的に整理させ

る。 
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２章 物質の表し方 [5 時間] 

１ 物質を表す記号 (１時間) 

導入 物質は原子からできていることを想起させ，原

子をわかりやすく表すことはできないか問題を提起す

る。 

学習課題 元素記号には，どのようなものがあるのだ

ろうか。 

説明 元素記号の表し方を説明し，周期表にふれる。 

学習課題のまとめ 現在，およそ 120 種類の元素が

知られており，それらを簡単に表すために，アルファ

ベット１文字または２文字で表される元素記号が使わ

れている。 

知･

技 

⑥ 

原子には，その種

類ごとに元素記号

がつけられている

ことを理解する。 

  原子には，その種類ご

とに元素記号がつけられ

ていることを，具体例をあ

げて説明している。 

原子には，その種類

ごとに元素記号がつけ

られていることを説明し

ている。 

教科書の後見返しや

p.164～165 の周期表を

見ながら，原子の種類が

元素記号で表されている

ことを説明し，反復練習を

させる。 

 また，教科書 p.163 の

QR コードを読み取って，

元素記号についてのフラ

ッシュカードを取り組ませ

てもよい。 

 

 

８

月

④ 

14 

・ 

15 

２ 物質を表す式 (2 時間) 

導入 物質は原子が結びついてできていることを想起

させる。 

学習課題 元素記号を使って物質を表すには，どう

すればよいのだろうか。 

説明 水を例に分子の表し方を説明し，化学式を定

義する。 

説明 分子からできていない物質の表し方を説明し，

単体と化合物を定義する。 

例題 物質の分類についての考え方を説明し，練習

問題としてさまざまな物質についても分類させる。 

学習課題のまとめ すべての物質は元素記号と数字

などを使って表すことができる。 

知･

技 

⑦ 

さまざまな物質に

ついて，組成とモ

デルとを関連づけ

て，化学式で表す

方法を身につけ

る。 

○ 化合物の組成を考え

て，モデルと関連づけて，

化学式をつくっている。 

化合物の組成を考え

て，化学式をつくってい

る。 

化学式の意味を確認さ

せ，反復練習をさせる。 

・発生方法に関

係なく,酸素や二

酸化炭素には固

有の性質がある

(中１) 

 思･

判 

表⑥ 

物質を混合物と純

物質に分類し，純

物質が単体か化合

物かを，化学式や

モデルから判断で

きる。 

  具体的な物質の例をあ

げて，それぞれを混合物

と純物質に分類し，純物

質が単体か化合物かを，

化学式やモデルから判断

している。 

物質を混合物と純物

質に分類し，純物質が

単体か化合物かを，化

学式やモデルから判断

している。 

教科書 p.169 の例題

等を用いて，物質の分類

の考え方を説明し，反復

練習をさせる。 
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３ 化学変化を表す式 (2 時間) 

導入 物質は化学式を使って表せることを想起させ

る。 

学習課題 化学式を使って化学変化を表すには，ど

うすればよいのだろうか。 

説明 化学反応式を定義し，水の電気分解を例として

モデルから化学反応式をつくる手順を説明する。 

知･

技 

⑧ 

化学変化を，原

子・分子のモデル

や化学反応式で表

す方法を身につけ

る。 

  化学変化を原子・分子

のモデルと関連づけなが

ら，手際よく化学反応式

で表している。 

化学変化を原子・分

子のモデルと関連づけ

ながら，化学反応式で

表している。 

原子モデルカードなど

を用いて，化学変化と原

子・分子の結びつきの変

化を考えさせる。 

・ 
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導入 化学反応式のつくり方を想起させる。説明 

酸化銀の熱分解を想起させ，その化学反応式をモデ

ルをもとに説明する。例題 炭酸水素ナトリウムの熱分

解の化学反応式の表し方を説明し，練習問題として

そのほかの化学変化についても化学反応式を考えさ

せる。学習課題のまとめ 化学変化は化学反応式で

簡潔に表すことができる。基本のチェック 第２章の学

習内容の定着をはかる。 

思･

判表

⑦ 

さまざまな化学変

化を，原子・分子

のモデルと関連づ

けながら，化学反

応式で表すことが

できる。 

○ 炭酸水素ナトリウムの

熱分解や酸化銀の熱分

解など，さまざまな例に対

し，原子・分子のモデル

から化学反応式をつくっ

ている。 

原子・分子のモデル

から化学反応式をつく

っている。 

原子・分子のモデルと

関連づけ，係数の合わせ

方を確認させる。 

 

９

月

⑯ 
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３章 さまざまな化学変化 [10 時間] 

１ 物質どうしが結びつく変化 (３時間) 

導入 水素と酸素の混合気体の反応から，物質と物

質が結びつく変化があることを確認する。 

考えてみよう 水素と酸素の反応をモデルで説明さ

せ，化学反応式をつくらせる。 

説明 図 34 で火山やその周辺のようすを紹介し，黄

色い物質が硫黄であることを説明する。 

図示実験 図 35 の実験を演示する。                            

学習課題 鉄と硫黄は，結びついて別の物質になっ

たのだろうか。 

考えてみよう 鉄と硫黄の混合物を加熱すると，どのよ

うな変化が起こるか予想させる。 

主体 

③ 

硫黄による鉄の変

化についての問題

に進んで関わり，

見通しをもつなど，

科学的に探究しよ

うとする。 

○ 鉄と硫黄が単体である

ことに注目しながら，硫黄

による鉄の変化を予想

し，確かめようとしている。 

硫黄による鉄の変化

に関心をもち，確かめよ

うとしている。 

鉄と硫黄がこれ以上分

解することのできない物

質であることを確認させ

る。 
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導入 前時の予想を想起させる。また，実験３にお

ける安全の注意を確認させる。 

実験３ 鉄と硫黄の混合物を加熱したときの変化 

実験結果の考察 実験３からわかることを考えさせる。 

知･

技 

⑨ 

鉄と硫黄の混合物

を加熱する実験を

安全に行い，生成

した物質を調べる

ことができる。 

  鉄と硫黄の混合物を加

熱する実験を気づいたこ

とも記録しながら安全に

行い，生成した物質を適

切な方法で調べている。 

鉄と硫黄の混合物を

加熱する実験を安全に

行い，生成した物質を

調べている。 

実験の目的にそった器

具の選択と使い方を練習

させる。 

 

 思･

判 

表⑧ 

実験結果を分析・

解釈し，鉄と硫黄

の混合物を加熱す

ると別の物質がで

きることを，論理的

に説明することが

できる。 

○ 鉄と硫黄の混合物を加

熱すると別の物質ができ

ることを，複数の根拠を示

して説明している。 

鉄と硫黄の混合物を

加熱すると，別の物質

ができることを説明して

いる。 

もとの鉄と硫黄と，でき

た物質の性質の違いを確

認させる。 
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導入 実験３の結果と考察を想起させる。 

説明 鉄と硫黄の変化について，その理由を示しなが

ら説明する。 

説明 物質が結びつく変化を説明し，化合物につい

て説明する。 

図示実験 図 38 の実験を演示する。 

説明 ２種類以上の物質が結びつく変化とその逆反

応である分解についてまとめ，化学変化を原子レベ

ルで説明する。 

知･

技 

⑩ 

物質どうしが結び

つく変化や分解な

どの化学変化につ

いて，原子・分子

のモデルや化学反

応式を用いて表す

方法を身につけ

る。 

○ ２種類以上の物質が結

びつく変化や分解などの

化学変化について，具体

例をあげて，モデルや化

学反応式を用いて表して

いる。 

２種類以上の物質が

結びつく変化や分解な

どの化学変化について

理解している。 

２種類以上の物質が結

びつく変化の具体例を確

認し，それらに共通する

点について考えさせる。 

 



学習課題のまとめ 鉄と硫黄が結びつくと，もとの物質

とは性質が異なる硫化鉄ができる。 
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２ 物質が酸素と結びつく変化 (２時間) 

導入 木炭を加熱したときに質量が減っていること，

二酸化炭素が発生していることに気づかせる。思い出

してみよう ものが燃えるには酸素が必要であったこと

を想起させる。説明 木炭の主成分である炭素に，酸

素が結びついて変化したことを，モデルおよび化学反

応式でも説明する。学習課題 木炭が燃える変化以

外にも，物質が酸素と結びつく変化はあるのだろう

か。図示実験 図 43 の実験を演示する。説明 酸化

を定義し，酸化物について説明する。 

思･

判表

⑨ 

物質が酸化される

化学変化を原子・

分子のモデルと関

連づけながら，化

学反応式で表すこ

とができる。 

  物質が酸化される化学

変化の例を，原子・分子

のモデルと関連づけなが

ら，手際よく化学反応式

で表している。 

物質が酸化される化

学変化を原子・分子の

モデルと関連づけなが

ら，化学反応式で表し

ている。 

炭素が酸化されて二酸

化炭素に変化する化学

変化を例に，原子・分子

のモデルと関連づけて考

えさせる。 

・ろうそくが燃える

と,二酸化炭素と

水ができる(中１) 

・酸素には物を

燃やすはたらき

がある(中１) 
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導入 炭素や銅の酸化を想起させる。 

考えてみよう 銅の酸化を参考にして鉄の酸化を予想

させる。 

ためしてみよう 「ためしてみよう」を演示し，スチール

ウールが別の物質に変化することを説明する。 

説明 「ためしてみよう」の結果と考察を確認する。 

説明 図 46 をもとに，マグネシウムの酸化についてモ

デルと化学反応式で説明し，燃焼を定義する。 

活用してみよう 日常生活の中で理科の内容が活か

されていることに気づかせる。 

学習課題のまとめ 金属や有機物などの物質が酸素

と結びつくとき，その物質は酸化されたという。また，

物質が激しく熱や光を出しながら酸化される変化を燃

焼という。 

知･

技 

⑪ 

酸化や燃焼がどの

ような化学変化で

あるかを説明する

ことができる。 

○ 酸化や燃焼がどのよう

な化学変化であるかを，

原子・分子のモデルや化

学反応式を用いて説明し

ている。 

酸化や燃焼がどのよ

うな化学変化であるか

を理解している。 

物質が酸化される変化

について，原子・分子の

モデルや化学反応式と関

連づけて考えさせる。 
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３ 酸化物から酸素をとり除く変化 (２時間) 

導入 図 48 を演示し，当てる炎の位置によって，銅

板の色が変わることに気づかせる。 

説明 酸化と酸化物について想起させ，金属の多くは

酸化物として産出されることを説明する。 

学習課題 どのようにすれば，酸化銅から酸素をとり

除くことができるのだろうか。 

話し合ってみよう 炎の内部に入れると，酸化銅が銅

にもどる理由を話し合わせる。 

説明 図 48 について，銅が酸化されたりもとにもどっ

たりする理由を説明する。 

思･

判 

表⑩ 

炎の位置によって

銅板が酸化したり，

もとの銅にもどった

りする理由を推測

することができる。 

  炎の位置によって銅板

が酸化されたり，もとの銅

にもどったりする理由を，

酸素の量に着目して推測

している。 

炎の位置によって銅

板が酸化されたり，もと

の銅にもどったりする理

由を推測している。 

銅と酸素が結びつく変

化について思い出させ，

酸化，還元が起こってい

ることに気づかせる。 
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導入 酸化銅を炎に入れると，もとの銅にもどる現

象を想起させる。 

実験４ 酸化銅から銅をとり出す変化 

実験結果の考察 実験４の結果から，わかることを考

えさせる。 

説明 実験４の結果を確認し還元を定義するととも

に，図 51 を用いて炭素のかわりに水素やエタノール

を使っても酸化銅を還元することができることを示す。 

説明 原子・分子のモデルを使って，酸化と還元が同

時に起こっていることを説明する。                  

ためしてみよう 「ためしてみよう」を演示し，マグネシ

ウムは二酸化炭素から酸素を奪うことを示す。 

学習課題のまとめ 金属の酸化物に，より酸素と結び

つきやすい物質を加えて加熱などをすると，金属の酸

化物は還元されて，金属を取り出すことができる。 

思･

判 

表⑪ 

酸化銅の還元実験

の結果を，原子・

分子のモデルを使

って考察すること

ができる。 

○ 酸化銅の還元実験の

結果を，原子・分子のモ

デルや化学反応式で記

述し，適切に表している。 

酸化銅の還元実験の

結果を，原子・分子のモ

デルで記述している。 

原子モデルカードなど

を使って，酸化銅の還元

実験の結果を説明する。 

 

 知･

技 

⑫ 

金属酸化物の還元

がどのような化学

変化であるかを説

明することができ

る。 

  金属酸化物が還元され

たときの変化について理

解し，金属の製錬など複

数の例をあげて説明して

いる。 

金属酸化物が還元さ

れたときの変化につい

て理解している。 

金属酸化物が還元され

たときの変化について，

再度説明し理解させる。 
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・ 

26 

４ 化学変化と熱の出入り (3 時間) 

導入 ろうそくやマグネシウムの燃焼について想起さ

せる。学習課題 燃焼以外にも，温度が上がる化学

変化はあるのだろうか。説明 鉄と硫黄が結びつく化

学変化で熱が発生していたことを確認しておく。図示

実験 図 54 の実験を演示し，温度が上がる反応だけ

ではなく，温度が下がる反応もあることを説明する。実

験５ 温度が変化する化学変化実験結果の考察 実

験５の結果からわかることを考えさせる。 

知･

技⑬ 

温度が変化する化

学変化の実験を適

切に行い，結果を

記録することができ

る。 

○ 温度が変化する化学

変化の実験で，気づいた

ことも記録しながら適切に

実験を行い，結果を創意

工夫してまとめている。 

温度が変化する化学

変化の実験を適切に行

い，結果を記録してい

る。 

温度が変化する化学

変化の実験を，放課後な

どを利用して再度行わせ

たり，VTR などを視聴させ

たりする。 
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導入 実験５の結果と考察を確認する。 

説明 化学変化における熱の出入りを説明し，発熱

反応と吸熱反応を定義する。 

学習課題のまとめ 燃焼以外にも，化学変化により発

熱し，まわりの温度が上がる反応がある。化学変化に

知･

技 

⑭ 

化学変化と熱の出

入りの関係につい

て説明することが

できる。 

  化学変化と熱の出入り

の関係を理解し，複数の

例をあげて説明している。 

化学変化と熱の出入

りの関係を理解してい

る。 

化学変化と熱の出入り

の関係について，これま

でに学んだ化学変化や，

カイロなどの身のまわりの

製品の例をあげて理解さ

せる。 

 



 より吸熱し，まわりの温度が下がる反応もある。 

基本のチェック 第３章の学習内容の定着をはかる。 

主体 

④ 

化学変化と熱の出

入りについての学

習をふり返り，身の

まわりへの活用を

自ら考えようとす

る。 

○ 化学変化による熱の利

用に興味をもち，日常生

活の例をあげて自ら探究

しようとしている。 

化学変化による熱の

利用に興味をもってい

る。 

クラスの話し合いなどを

通じて，日常生活におい

て，化学変化による熱を

利用している例を考えさ

せる。 
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４章 化学変化と物質の質量 [６時間] 

１ 化学変化の前後での物質の質量 (２時間) 

導入 気体が発生する化学変化と金属の酸化におけ

る質量変化の違いを示す。 

説明 薄い塩酸と炭酸水素ナトリウムの反応，銅の粉

末の加熱について説明する。 

学習課題 化学変化の前後で，全体の質量は変わる

のだろうか。 

話し合ってみよう さまざまな化学変化について，反

応の前後で全体の質量がどのようになるか検討させ

る。 

実験６ 化学変化の前後の物質全体の質量 

実験結果の考察 実験６からわかることを考えさせる。 

主体 

⑤ 

化学変化の前後で

の物質の質量の変

化について進んで

関わり，見通しをも

つなど，科学的に

探究しようとする。 

○ 薄い塩酸と炭酸水素ナ

トリウムの反応における質

量の変化について興味を

もち，開放系，閉鎖系そ

れぞれの結果を予想し，

調べようとしている。 

薄い塩酸と炭酸水素

ナトリウムの反応におけ

る質量の変化について

興味をもち，調べようと

している。 

教科書 p.191 の写真

で，反応により気体の発

生が見られること，および

開放系と閉鎖系の違いに

注目させる。 

 

 思･

判 

表⑫ 

実験結果を分析・

解釈し，化学変化

における物質の質

量の関係を見いだ

すことができる。 

  化学変化の前後で反

応に関係する物質全体の

質量が変わらないことを，

理由とともに説明してい

る。 

化学変化の前後で反

応に関係する物質全体

の質量が変わらないこ

とを，説明している。 

実験結果が容器全体

の質量を表していることを

確認させる。 

・物質を水にとか

したとき,とかす前

後で全体の質量

は変化しない(中

１) 

・物質が状態変

化したとき,その

体積は変化する

が,質量は変化し

ない(中１) 
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導入 実験６の結果と考察を想起させる。説明 沈

殿が生成する化学変化(気体が発生しない化学変化)

や，気体が発生しても密閉容器で化学変化させた場

合には，質量は変化しないことを説明する。 

説明 図 60 で全体の質量変化がないことを説明す

る。 

説明 化学変化の前後で，その反応に関係している

物質全体の質量は変わらないことを説明し，質量保

存の法則を定義する。学習課題のまとめ 化学変化

の前後で，反応に関係する物質全体の質量は変わら

ない。 

知･

技⑮ 

質量保存の法則に

ついて理解する。 

  質量保存の法則につ

いて理解しており，具体

例をあげて説明している。 

化学変化の前後で物

質の質量の総和が等し

いことを理解している。 

原子・分子のモデルと

関連づけ，密閉容器内で

は物質の出入りがなかっ

たことを確認させる。 

 

 思･

判 

表⑬ 

質量保存の法則を

原子・分子のモデ

ルおよび化学反応

式と関連づけて考

えることができる。 

○ 質量保存の法則を原

子・分子のモデルおよび

化学反応式と関連づけて

表現している。 

質量保存の法則を原

子・分子のモデルと関

連づけて考えている。 

原子・分子に質量があ

ることを思い出させ，化学

変化とモデルを関連づけ

て考えさせる。 
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２ 反応する物質どうしの質量の割合 (４時間) 

導入 銅の粉末を空気中で加熱すると酸化銅がで

き，質量が増加したことを想起させる。 

ためしてみよう 「ためしてみよう」を演示する。                           

考えてみよう 加熱回数を増やしても，質量の増え方

には限界があることに気づかせる。 

思･

判 

表⑭ 

金属の加熱回数と

質量変化の関係に

ついて，予想する

ことができる。 

  金属の加熱回数と質量

変化の関係について，こ

れまでに学んだ化学変化

を参考にして，予想して

いる。 

金属の加熱回数と質

量変化の関係を予想し

ている。 

金属が酸素と結びつく

変化を思い出させるととも

に，加熱をくり返すことに

よって質量が変化しなく

なることを確認させる。 
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導入 一定量の金属に結びつく酸素の量には限界

があることを想起させる。                         

学習課題 金属と結びつく酸素の質量は，金属の質

量とどのような関係があるのだろうか。 

話し合ってみよう 加熱する金属の質量を変化させた

とき，金属の質量とその金属に結びつく酸素の質量と

の関係について仮説を立てさせる。 

探Ｑ実験７ 金属と結びつく酸素の質量（課題～計

画） 

思･

判 

表⑮ 

 

探Ｑ 

シー

ト 

金属の質量とその

金属に結びつく酸

素の質量の関係性

について，仮説を

確かめるための実

験を計画すること

ができる。 

○ 一定量の金属に結び

つく酸素の量には限界が

あることをもとにして，金

属の質量とその金属に結

びつく酸素の質量の関係

性を調べる実験を，具体

的に計画している。 

金属の質量とその金

属に結びつく酸素の質

量の関係性について，

仮説を確かめるため

に，どのような実験をす

ればよいか説明してい

る。 

教科書 p.195 の図 61

や，p.196 の「話し合って

みよう」をふまえ，実験に

よって何を調べようとして

いるのかを考えさせる。 
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導入 探Ｑ実験７の課題や計画を確認させる。 

探Ｑ実験７の続き 金属と結びつく酸素の質量（実験

の実施） 

主体 

⑥ 

 

探Ｑ 

シー

ト 

金属と結びつく酸

素の質量につい

て，実験計画をもと

に実験を行い，粘

り強く課題を解決し

ようとする。 

○ 金属と結びつく酸素の

質量について，実験計画

をもとに適宜調整しながら

実験を行い，課題を解決

しようとしている。 

金属と結びつく酸素

の質量について，実験

計画をもとに実験を行

っている。 

探Ｑ実験７を通して，ど

のような仮説を確かめた

いのかを確認させ，必要

に応じて実験計画を修正

させる。 

 

 知･

技 

⑯ 

反応前と反応後の

質量を注意深く測

定することができ

る。 

  誤差を考慮して，反応

前後の質量を注意深く測

定している。 

反応前と反応後の質

量を注意深く測定して

いる。 

教科書 p.139 を使っ

て，実験誤差について説

明し，電子てんびんの使

い方についても復習させ

る。 
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導入 探Ｑ実験７で行ったことを想起させる。実験

結果の考察 各班の結果を集約させ，データを分析・

解釈させる。表現してみよう 集約した各班のデータ

をグラフ化させ，発表させる。説明 実験結果をもと

に，化学変化に関係する物質の質量の関係について

説明する。考えてみよう 図 64 から，金属の質量と結

びついた酸素の質量の比を考えさせる。説明 化学

変化に関係する物質どうしの質量の比は，化学反応

式からも読み取れることを説明する。活用してみよう 

図 63，図 64 のグラフをもとに，1.00ｇの酸化銅を構成

する銅と酸素の質量について考えさせる。学習課題

のまとめ 金属と結びつく酸素の質量と金属の質量の

比はつねに一定である。基本のチェック 第４章の学

習内容の定着をはかる。 

思･

判表

⑯ 

実験結果を分析・

解釈し，化学変化

における物質の質

量の関係を見いだ

し，相手にわかりや

すく伝えることがで

きる。 

○ 実験結果を分析・解釈

し，化学変化における物

質の質量の比が一定にな

っていることを，理由ととも

にわかりやすく表現して

いる。 

実験結果を分析・解

釈し，化学変化におけ

る物質の質量の比が一

定になっていることを表

現している。 

各班の実験結果を先

にまとめさせ，誤差も考え

てグラフ化させる。 

 

 知･

技 

⑰ 

化学変化で結びつ

く物質どうしの質量

の比が，一定にな

っていることを理解

する。 

  グラフをもとに，結びつ

く物質どうしの質量の比

が一定になっていることを

具体的に説明している。 

グラフをもとに，結び

つく物質どうしの質量の

比が一定になっている

ことを説明している。 

グラフをもとに，金属と

結びつく酸素の量を答え

させ，金属の量が２倍，３

倍，となったとき，結びつ

く酸素の量，および金属

と酸素の量の比はどうな

るか考えさせる。 

・比(６年算数) 

１０

月

⑯ 
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力だめし  [１時間] 

学んだ後にリトライ！ 学習したことをもとにして，「発

泡入浴剤の泡はどこから？」について考えさせ，自分

の考えを説明させる。 

※この単元で身についた資質・能力を総括的に評価する。 
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地球の大気と天気の変化 [１時間] 

説明 単元導入の写真を使って，アルダブラ環礁の

陸の上にだけ雲ができていることを伝え，気象現象に

対する興味･関心を誘発する。 

学ぶ前にトライ！ 「学ぶ前にトライ！」に取り組ませ

る。 

思･

判 

表① 

雲や霧の発生とい

った身近な気象現

象のしくみに興味

をもち，気象現象

に関する既習内容

や日常経験から，

問題を見いだした

り，しくみを考えた

りする。 

  雲や霧が発生するしく

みに興味をもち，身近な

気象現象を具体的に取り

あげ，積極的に話し合い

活動をするなどして，どの

ようなしくみが考えられる

のかを，根拠を明確にし

て表現している。 

雲や霧が発生するし

くみに興味をもち，身近

な気象現象について考

え，どのようなしくみが

考えられるのかを表現

している。 

単元導入の写真に加

え，身近で雲や霧が発生

している写真を用いて，

考えるための情報を提供

する。 
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・ 

3 

１章 地球をとり巻く大気のようす [5 時間] 

１ 大気の中ではたらく力 (3 時間) 

導入 章導入写真を見せ，大気の存在を実感した経

験がないかふり返らせる。 

ためしてみよう 「ためしてみよう」を演示する。 

学習課題 ゴム板には，どのように大気による力がは

たらいているのだろうか。 

図示実験 図 1 の実験を演示する。 

説明 地表にあるものには，すべてこの大気の重さに

よる力がはたらいていることを説明する。図２を示し，

この力があらゆる向きから物体に垂直にはたらくことを

示す。 

学習課題のまとめ ゴム板が取れにくくなる原因は，

大気の重さによって生じる力がはたらいているからで

ある。 

思･

判 

表② 

ゴム板が机の天板

から取れにくくなっ

ているようすから，

大気の重さが関係

していることを見い

だすことができる。 

○ ゴム板が机の天板から

取れにくくなっているよう

すから，大気の重さによっ

て生じる力が原因である

ことを見いだし，他の大気

圧を感じる実験も同様に

考える。 

ゴム板が机の天板か

ら取れにくくなっている

ようすから，大気の重さ

によって生じる力が原

因であることを見いだし

ている。 

ためしてみよう以外の

実験を演示するなどし

て，大気の重さが関係し

ていることを考えさせる。 

・約 100g の物体

にはたらく重力の

大きさは 1Nであ

る(中１) 

 

 知･

技 

① 

大気圧が生じるしく

みを理解する。 

  大気圧が空気の重さに

よって生じることを理解

し，大気圧が関係する他

の現象にも適応して理解

している。 

大気圧が空気の重さ

によって生じることを理

解している。 

空気にも重さがあること

を再確認させる。 
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導入 図３を示し，スノーボードの有無で雪への沈み

方が異なることを話題にする。 

学習課題 スノーボードをはいていないと，どうして足

が雪に沈んでしまうのだろうか。 

ためしてみよう 「ためしてみよう」を演示する。 

考えてみよう 力のはたらきと力がはたらく面積との関

係を考えさせる。 

説明 圧力とその単位について説明する。また，大気

による圧力が大気圧であることを説明する。 

思･

判 

表③ 

同じ力がはたらい

ていても，受ける面

積によってそのは

たらきが異なること

を考察する。 

  スポンジにのせた板の

面積が大きいとスポンジ

のへこみが小さいことか

ら，同じ力がはたらいてい

ても，受ける面積によって

そのはたらきが異なること

を考察し，さらに力や面

積を変えたときのことを考

察している。 

スポンジにのせた板

の面積が大きいとスポ

ンジのへこみが小さいこ

とから，同じ力がはたら

いていても，受ける面積

によってそのはたらきが

異なることを考察してい

る。 

スポンジのへこみ方の

違いが何に関係している

のか，同じにしている条件

と変えている条件に着目

させる。 

 



 例題 圧力の求め方を説明し，練習問題を解かせる。 

説明 大気圧の定義と単位について説明する。 

話し合ってみよう 図５をもとに，山頂で菓子袋がふく

らんだ理由を話し合わせる。 

説明 大気圧の大きさが場所によって異なること，お

よび 1 気圧の大きさを説明する。 

学習課題のまとめ スノーボードをはいていないと，雪

と接する面積が小さくなるため，圧力が大きくなり，足

が雪に沈む。 

知･

技 

② 

圧力や大気圧につ

いて理解する。 

○ 圧力や大気圧の定義

と，圧力の求め方や単位

を理解し，高度による大

気圧の違いについて説明

している。 

圧力や大気圧の定

義と，圧力の求め方や

単位を理解している。 

力と圧力の違いや，単

位面積の考え方を丁寧に

説明する。 
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２ 大気のようすを観測する (２時間)導入 日常生

活をふり返って，晴れの日とくもり・雨の日の気温・湿

度などの特徴を発表させる。学習課題 大気のようす

と天気の変化には，どのような関連があるのだろうか。

観測１ 気象要素の観測 

知･

技③ 

気象観測の方法を

知り，器具を正しく

使って観測し，結

果を記録すること

ができる。 

○ 気象観測の方法を知

り，原理を理解した上で

器具を正しく使って観測

し，結果を記録している。 

気象観測の方法を知

り，器具を正しく使って

観測し，結果を記録し

ている。 

観測例をあげて，観測

方法を説明する。 

気温は風通しの

良い場所で,地面

から 1.2～1.5m

の高さで直射日

光が当たらない

ようにしてはかる

(小４) 
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導入 観測１の結果を整理して，発表させる。 

観測結果の考察 観測１の結果や「わたしのレポート」

から，天気とほかの気象要素との関係を考察させる。 

考えてみよう 天気と気圧，気温，湿度の関係を考え

させる。 

説明 日本各地の観測データはさまざまな方法で集

められることを説明する。 

説明 さまざまな場所で観測して得られたデータは，

天気変化の予測に役立てられていることを説明する。 

学習課題のまとめ 天気，気圧，気温，湿度の間に

は，一定の規則性がある。 

基本のチェック 第１章の学習内容の定着をはかる。 

知･

技 

④ 

気象観測で得られ

たデータを表やグ

ラフなどに整理し

ている。 

  気象観測で得られたデ

ータを考察しやすい形の

表やグラフなどに整理し

ている。 

気象観測で得られた

データを表やグラフなど

に整理している。 

教科書 p.79 の「わたし

のレポート」を用いて，表

やグラフの整理のしかた

を説明する。 

 

 主体 

① 

学習内容をふり返

り，天気と気圧，気

温，湿度の関係を

見いだそうとしてい

る。 

○ 学習内容をふり返り，

天気と気圧，気温，湿度

の関係を理解するため

に，粘り強く取り組んでい

る。 

学習内容をふり返り，

天気と気圧，気温，湿

度の関係を理解しようと

している。 

グラフの読み取り方を

説明し，天気と気圧，気

温と湿度の関係を分けて

見るように指示する。 
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２章 大気中の水の変化 [7 時間] 

１ 霧のでき方 (1 時間) 

導入 章導入写真を使って肱川あらしについて紹介

する。 

説明 水蒸気は見えないが水滴は見えることと，水は

沸騰しなくても蒸発して水蒸気として空気中に含まれ

ていることを確認し，霧や雲が小さな水滴などの集まり

であることを知らせる。 

学習課題 霧が発生するとき，大気中の水蒸気は，ど

のようなしくみで水滴になるのだろうか。 

ためしてみよう 「ためしてみよう」を演示する。 

説明 霧のでき方を放射冷却と関連づけて説明す

る。 

思･

判 

表④ 

霧が発生する条件

を見いだし，霧の

でき方を考えること

ができる。 

○ 霧が発生する条件を見

いだし，温度が下がるしく

みにもふれながら霧ので

き方を考察している。 

霧が発生する条件を

見いだし，霧のでき方を

考察している。 

教科書 p.83 の「ためし

てみよう」のビーカーＡとＢ

の条件設定の違いを指摘

させる。 

・液体の水は,加

熱すると気体の

水蒸気になり,冷

却すると固体の

氷になる(小４・中

１) 

・水は沸騰しなく

ても,蒸発して 

水蒸気になり空

気中に出ていく

(小４) 

・空気中の水蒸

気は,冷やされる



考えてみよう 寒いと，はく息が白くなる理由を考えさ

せる。 

学習課題のまとめ 放射冷却などにより地表付近の空

気の温度が下がり，空気中の水蒸気が水滴に変わる

ことで霧が発生する。 

と再び液体の水

に変わる(小４) 

 

8 

・ 

9 

２ 雲のでき方 （3 時間） 

導入 図 11 から，発達する雲の変化を指摘させる。 

説明 雲の正体を説明する。 

説明 上昇気流や下降気流が生じるしくみと例を説明

する。 

説明 さまざまな雲ができることを示す。 

学習課題 雲は，上昇気流の中でどのようにしてでき

るのだろうか。 

説明 大気圧についてや，高度と大気圧の大きさの

関係を想起させ，上昇する空気が膨張することを指摘

する。 

ためしてみよう 「ためしてみよう」を演示する。 

実験１ 空気の体積変化と雲のでき方 

知･

技 

⑤ 

上昇する空気が膨

張することを理解し

た上で，雲を発生

させる実験を行

い，結果を記録す

ることができる。 

○ 操作の意味を確認しな

がら雲を発生させる実験

を行い，結果を記録して

いる。 

雲を発生させる実験

を行い，結果を記録し

ている。 

ピストンを引くことが，フ

ラスコ内の空気を膨張さ

せていることを示す。 
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導入 実験１の結果を発表させる。実験結果の考

察 雲のでき方を考察させる。説明 自然界における

雲のでき方を説明する。説明 雲の中で雨や雪がど

のようにしてでき，地上にもたらされるのか説明する。

学習課題のまとめ 雲は上昇した空気が膨張して温

度が下がることで，空気中の水蒸気が水滴に変わり，

発生する。雲の中で水滴などが成長すると降水として

地表に降り注ぐ。 

思･

判表

⑤ 

雲が発生する条件

を見いだし，雲の

でき方を考えること

ができる。 

  雲が発生する条件を見

いだし，雲のでき方をさま

ざまな上昇気流の例と結

びつけて考えている。 

雲が発生する条件を

見いだし，雲のでき方を

考えている。 

図 18 を用いて，雲の

でき方を説明する。 

 

 知･

技 

⑥ 

雲が雨などになる

過程を理解する。 

  雲のでき方からの一連

の流れの中で，雲が雨な

どになる過程を理解して

いる。 

雲が雨などになる過

程を理解している。 

図 19 を用いて，雲粒と

雨粒の大きさの違いから

雨粒のでき方を説明す

る。 
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３ 空気にふくまれる水蒸気の量 （３時間） 

導入 気温が下がっても霧が発生するときとしないとき

があることを伝える。 

学習課題 水蒸気が水滴に変わるのは，どのようなと

きだろうか。 

説明 飽和水蒸気量について説明する。 

表現してみよう 温度と飽和水蒸気量の関係をグラフ

で表現させる。 

説明 温度と飽和水蒸気量の関係から，空気中の水

蒸気が水滴に変わるしくみを説明する。 

話し合ってみよう 図 23 をもとに，冷やしたコップの表

面に水滴がつくしくみを話し合わせる。 

説明 露点について説明する。 

知･

技 

⑦ 

水蒸気を含んだ空

気から水滴が現れ

るしくみを理解す

る。 

  水蒸気を含んだ空気か

ら水滴が現れるしくみを，

飽和水蒸気量，水蒸気量

といった用語を使いなが

ら理解している。 

水蒸気を含んだ空気

から水滴が現れるしくみ

を理解している。 

教科書 p.92 の「なるほ

ど」のモデルを使って温

度と飽和水蒸気量の関係

を理解させた上で，水滴

が現れるしくみを説明す

る。 

・割合(小５算数) 
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導入 露点が空気中の水蒸気量によって変わるこ

とを伝える。 

実験２ 空気中の水蒸気量の推定 

実験結果の考察 実験結果から，教室の空気１㎥中

知･

技 

⑧ 

空気中に水滴が現

れるしくみと関連づ

けて露点を理解

し，露点を正しく測

○ 空気中に水滴が現れる

しくみと関連づけて，露点

と水蒸気量が対応してい

ることを理解し，何回かく

空気中に水滴が現れ

るしくみと関連づけて露

点を理解しており，露点

を正しく測定している。 

露(水滴)の見つけ方を

具体的に指摘しながら測

定させる。教科書 p.92 の

 



に含まれる水蒸気量を求めさせる。 

説明 水蒸気を含んだ空気から水滴が現れるしくみを

露点と関連づけて説明する。 

定することができ

る。 

り返して実験を行い，露

点を正しく測定している。 

「なるほど」のモデルを使

って説明する。 

 思･

判 

表⑥ 

露点の測定結果か

ら，空気中の水蒸

気量を推定するこ

とができる。 

  露点の測定結果から，

筋道を立てて空気中の水

蒸気量を推定している。 

露点の測定結果か

ら，空気中の水蒸気量

を推定している。 

教科書 p.92 の「なるほ

ど」のモデルを使って露

点に達したときの状態の

図を考えさせる。 
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導入 空気の湿りけに関する事象を紹介する。 

説明 湿度の定義を知らせ，温度と水蒸気量によって

変わることを説明する。 

例題 湿度の求め方を説明し，練習問題を解かせる。 

学習課題のまとめ 空気中の水蒸気は，露点以下に

冷やされたとき，一部が水滴に変わって現れる。ま

た，露点は空気中にふくまれる水蒸気量によって変

化し，湿度は飽和水蒸気量に対する水蒸気量の割合

で求められる。 

基本のチェック 第２章の学習内容の定着をはかる。 

知･

技 

⑨ 

湿度の意味を理解

することができる。 

  湿度の意味を理解し，

温度と水蒸気量によって

変化することを理解して

いる。 

湿度の意味を理解し

ている。 

温度と飽和水蒸気量の

グラフ上の任意の温度

で，湿度 0％，50％，

100％の意味を説明す

る。 

 

 思･

判 

表⑦ 

霧が発生するしく

みを気温と水蒸気

量の関係をもとに

説明することができ

る。 

○ 霧が発生するしくみを

気温と水蒸気量の関係を

もとにしつつ，湿度の変

化とも照らし合わせなが

ら，説明している。 

霧が発生するしくみ

を気温と水蒸気量の関

係をもとに説明してい

る。 

霧の正体やでき方を思

い出させ，図 25 を用いて

水滴ができ始めた空気の

湿度が 100％になることを

確認させる。 
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・ 

15 

３章 天気の変化と大気の動き [6 時間] 

１ 風がふくしくみ (2 時間)導入 章導入写真を例

に，風のふき方が場所や季節，天気によって変化す

ることを再認識させる。説明 風が水平方向の大気の

動きであることを説明する。学習課題 大気はどのよう

にして動き，天気とかかわっているのだろうか。説明 

図 26 を用いて大気を動かす力について説明する。

説明 等圧線の表し方を図 27 を用いて説明する。説

明 気圧配置を図 28 を用いて説明し，天気図につい

て図 29 を用いて説明する。考えてみよう 図 29 や図

30 を用いて，雲の分布や気圧配置，風を読み取ら

せ，それらの関係を考えさせる。説明 高気圧・低気

圧での大気の立体的な動きを示して天気との関係を

説明する。説明 気圧差と風の強さの関係を説明す

る。学習課題のまとめ 気圧差で生じる大気の動きが

風であり，高気圧や低気圧付近の大気の動きと天気

は関係がある。 

知･

技⑩ 

等圧線，高気圧や

低気圧の意味を理

解し，天気図から

天気や風向・風力

を読み取ったり，雲

画像から雲の分布

の特徴を読み取る

ことができる。 

  天気図から天気や風

向・風力を読み取ったり，

雲画像から雲の分布の特

徴を読み取り，それらを関

連づけて整理している。 

天気図から天気や風

向・風力を読み取った

り，雲画像から雲の分

布の特徴を読み取って

いる。 

地形図の等高線を思

い出させ，等圧線と似て

いることに気づかせる。教

科書 p.77 の「観測のスキ

ル」を用いて，天気図記

号の見方を想起させる。 

社会科「等高線」 

 思･

判 

表⑧ 

天気図の気圧配置

から大気の動きを

立体的に捉え，気

圧配置と天気の関

係を考えることがで

きる。 

○ 天気図の気圧配置か

ら，大気の立体的な動き

を考慮して，気圧配置と

天気の関係を見いだして

いる。 

天気図の気圧配置か

ら，気圧配置と天気の

関係を見いだしている。 

上昇気流が起こってい

る所では，雲が発生し，く

もりや雨になりやすかった

ことを思い出させる。 

 



１１

月

⑯ 
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２ 大気の動きによる天気の変化 (３時間) 

導入 教科書 p.97 の図 29 を例に，低気圧のまわり

の雲の動きと大気の動きが一致することに気づかせ

る。 

思い出してみよう 小学校での既習事項や図 31 の雲

画像から，雲の動きの規則性について想起させる。 

学習課題 日本付近の低気圧や高気圧は，雲の動き

と同様に，規則性をもって動いているのだろうか。 

話し合ってみよう 低気圧と高気圧の中心の位置を推

定させる。 

実習１ 日本付近における低気圧や高気圧の動きと

天気の変化 

実習結果の考察 低気圧や高気圧の移動に伴う気圧

変化と天気変化の規則性を考察させる。 

説明 低気圧や高気圧がおよそ西から東へ移動し，

天気についても同様に移動することを説明する。 

学習課題のまとめ 日本付近の気圧配置や天気は，

西から東へ規則的に変化していく。 

知･

技 

⑪ 

複数の天気図から

気象要素の連続的

な変化を読み取る

ことができる。 

○ 複数の天気図から気象

要素の連続的な変化を読

み取り，グラフなどにわか

りやすく整理している。 

複数の天気図から気

象要素の連続的な変化

を読み取っている。 

天気図上の福岡の位

置を確認させる。また，天

気図記号や等圧線の見

方を思い出させる。 

 

 思･

判 

表⑨ 

低気圧や高気圧の

移動の規則性を見

いだすことができ

る。 

  低気圧や高気圧の移

動の方向と１日あたりの移

動距離の規則性を見いだ

している。 

低気圧や高気圧の

移動の方向の規則性を

見いだしている。 

地図の東西南北を確

認し，印の間を矢印で結

ばせる。 

・地上から見たク

モは,おもに西か

ら東のほうへゆっ

くりと動き,黒っぽ

い雲の量が増え

てくると雨になる

ことが多い(小５) 

・日本付近では

雲の動きと同様

に,天気はおよそ

西から東へ変化

していく(小５) 
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導入 図 33 を用いて，気象要素の変化を指摘させ

る。 

図示実験 図 34 の実験から，温度が異なる大気が接

したときのそれぞれの動きを確認させる。 

考えてみよう 気温が急に変化する理由を考えさせ

る。 

説明 日本付近の気団のでき方とその性質について

説明する。 

学習課題 性質が異なる気団によって，天気はどのよ

うに変わるのだろうか。 

説明 前線のでき方や基本構造について説明する。 

説明 図 36，図 37 を用いて，停滞前線，寒冷前線，

温暖前線，閉塞前線について，温帯低気圧の発達と

関連づけて説明する。 

思･

判 

表⑩ 

気温が急に変化す

る理由をモデル実

験の結果と関連づ

けて説明すること

ができる。 

  気温が急に変化する理

由を，大気の温度や密度

の違いを指摘しながら，

モデル実験の結果と関連

づけて説明している。 

気温が急に変化する

理由を，モデル実験の

結果と関連づけて説明

している。 

図 34，図 35 中の任意

の位置に自分の立ち位

置を示し，前線が通り過

ぎた場合に気温がどのよ

うに変化するか想像させ

る。 

 

 知･

技 

⑫ 

温帯低気圧の発達

と，前線ができるし

くみを理解する。 

  温帯低気圧の発達と関

連づけながら，前線の種

類とその付近の大気の動

きを理解している。 

前線の種類とその付

近の大気の動きを理解

している。 

前線の断面図を用い

て，暖気と寒気の関係を

示す。 
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導入 雨が降る前に見られることが多い雲を思い出

させる。考えてみよう 図 39 を参考に，図 38 に作図

させながら寒冷前線などの通過に伴う気象要素の変

化について考えさせる。考えてみよう 図 40,図 41 を

もとに，前線が通過した時の気象要素や天気の変化

について考えさせる。説明 寒冷前線や温暖前線に

知･

技⑬ 

寒冷前線や温暖

前線の通過に伴う

天気の変化を理解

させる。 

  寒気や暖気の動きやそ

れに伴う雲の発生と関連

づけて，寒冷前線や温暖

前線の通過に伴う天気の

変化を理解している。 

寒冷前線や温暖前

線の通過に伴う天気の

変化を理解している。 

図 38 を透明シートに

写し，地図上を動かすこと

で，寒冷前線や温暖前線

の前後での気温や風の

向きの違いを確認させ

る。 

 



 おける雨の降り方の違いや通過後の気温や風の変化

を説明する。学習課題のまとめ 寒気や暖気がぶつ

かる所では前線ができやすく，前線の通過に伴って

気温，気圧，風などの気象要素が大きく変わりやす

い。 

思･

判 

表⑪ 

天気図と観測デー

タを関連づけて，

前線の通過に伴う

天気の変化を説明

することができる。 

○ 天気図と観測データを

関連づけて，前線付近の

大気の動きを推測しなが

ら，前線の通過に伴う天

気の変化を説明してい

る。 

天気図と観測データ

を関連づけて，前線の

通過に伴う天気の変化

を説明している。 

気象要素が急に変化し

ている時刻を指摘させ，

そのときにどの気象要素

がどのように変わっている

かを読み取らせる。 

・１日の気温の変

化を観測すると,

晴れた日は気温

の変化が大きく,

曇りや雨の日は

気温の演歌が小

さい(小４) 
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３ 地球規模での大気の動き （１時間） 

導入 日本付近の低気圧や高気圧の移動の規則性

を思い出させる。 

説明 日本付近の低気圧や高気圧の移動が，上空を

ふく偏西風によって生じ，その偏西風が地球規模の

大気の動きの一部であることを説明する。 

学習課題 地球規模での大気の動きは，どのようなし

くみで生じているのだろうか。 

図示実験 図 45 の実験から，空気の対流を確認させ

る。 

考えてみよう 赤道付近と極付近での大気の動きを考

えさせる。 

説明 地球規模での大気の動きを生じるしくみと天気

変化が起こっている大気の層について説明する。 

学習課題のまとめ 偏西風などの地球規模での大気

の動きは，緯度による気温の差によって，生じた気圧

の差が原因で起こる。 

基本のチェック 第３章の学習内容の定着をはかる。 

知･

技 

⑭ 

日本付近の大気の

動きを地球規模の

大気の動きの中で

捉え，地球規模の

大気の動きの原因

を理解する。 

  日本付近の大気の動き

を地球規模の大気の動き

の中で捉え，その動きが

緯度による気温の差によ

って生じた気圧の差に起

因していることを理解して

いる。 

日本付近の大気の動

きを，地球規模の大気

の動きの中で捉えてい

る。 

図 43 を用いて，日本

上空にふく偏西風を地球

規模の大気の動きの中に

位置づける。 
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４章 大気の動きと日本の四季 [10 時間] 

１ 陸と海の間の大気の動き (１時間) 

導入 章導入写真を用いて日本の四季の変化につ

いて話題にする。 

説明 陸と海であたたまり方に違いがあることを説明

する。 

学習課題 陸と海の間で，大気は，どのように動いて

いるのだろうか。 

考えてみよう 晴れた日の昼の海岸付近でふく風の

向きを予想させる。 

説明 海陸風，季節風がふくしくみを説明する。 

学習課題のまとめ 陸と海のあたたまり方の違いなど

によって，海陸風や季節風がふく。 

主体 

② 

日本の天気が，大

陸や海洋からどの

ような影響を受け

ているか，見通しを

もって探究しようと

する。 

  天気が，陸や海からど

のような影響を受けている

か課題を見いだし，自ら

進んで調べている。 

天気が，陸や海から

どのような影響を受けて

いるか，進んで調べて

いる。 

日本が大陸と海洋の間

に位置することを図 53 な

どを用いて確認させる。 

 

 知･

技 

⑮ 

海陸風や季節風が

ふくしくみを，気温

差や気圧差と関連

づけて理解する。 

○ 気温差や気圧差と関連

づけながら，海陸風や季

節風がふくしくみを地表

付近の大気の動きとして

捉え，理解している。 

海陸風や季節風が

ふくしくみを理解してい

る。 

温度差が気圧差になる

ことを，大気の動きを関連

させて示す。 
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２ 日本の四季の天気 (8 時間)導入 冬や夏に，

日本周辺で発達する気団を思い出させる。説明 日

本周辺に発達する３つの気団について説明する。話

思･

判表

⑫ 

日本の四季の天気

の特徴を見いだす

ことができる。 

○ 日本の四季の天気の

特徴について根拠をもっ

て説明している。 

日本の四季の天気の

特徴について説明して

いる。 

冬と夏の特徴的な天気

を指摘させる。 

 



 し合ってみよう 日本の四季の天気の特徴について

話し合わせる。学習課題 気圧配置の変化と日本の

四季の天気には，どのような関係があるのだろうか。

説明 日本の冬の天気の特徴を説明する。考えてみ

よう 海の影響による大気の性質の変化を予想させ

る。 

知･

技 

⑯ 

日本の冬に特徴的

な気圧配置を天気

図から読み取り，

冬の天気の特徴と

関連づけて理解す

る。 

○ 日本の冬に特徴的な

気圧配置を天気図から読

み取り，北西からの季節

風などの冬に特徴的な天

気と関連づけて理解して

いる。 

日本の冬に特徴的な

気圧配置を天気図から

読み取ることができる。 

図 55 の天気図で，シ

ベリア高気圧の位置が変

化していないことを指摘

する。 
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導入 前時の「考えてみよう」で予想したことを発表

させる。 

ためしてみよう 「ためしてみよう」をもとに，海から水

蒸気が供給されて雲ができることを確認させる。 

説明 冬型の気圧配置のときに見られる日本海側と

太平洋側の地域の天気の特徴とそのしくみを説明す

る。 

説明 冬から春の過渡期，春の天気の特徴について

説明する。 

思･

判 

表⑬ 

シベリア高気圧（気

団）からふき出す

大気の性質が，変

化する原因を見い

だすことができる。 

  温度と水蒸気量に着目

して，シベリア高気圧（気

団）からふき出す大気の

性質が変化する原因を見

いだしている。 

温度に着目して，シ

ベリア高気圧（気団）か

らふき出す大気の性質

が変化する原因を見い

だしている。 

日本周辺の地図を示

し，大気中に水蒸気がた

くさんあると考えられる場

所を指摘させる。 

 

 知･

技 

⑰ 

日本の冬と春の天

気の特徴と，それ

が生じるしくみを理

解する。 

○ 日本の冬と春の天気の

特徴とそれが生じるしくみ

を具体例をあげて説明で

きている。 

日本の冬と春の天気

の特徴とそれが生じるし

くみを理解している。 

気圧配置と天気・風の

関係，気団の性質などを

思い出させ，天気図など

で見られる特徴と対応さ

せて説明する。 
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導入 日本周辺に発達する３つの高気圧を思い出

させ，オホーツク海高気圧はいつごろ発達するかを聞

く。 

説明 梅雨の天気の特徴について説明する。 

説明 夏の天気の特徴について説明する。 

知･

技 

⑱ 

日本の梅雨の気圧

配置の特徴を天気

図などから読み取

り，天気の特徴とそ

れが生じるしくみを

理解する。 

○ 日本の梅雨の気圧配

置の特徴を天気図などか

ら読み取り，天気の特徴

とそれが生じるしくみを具

体例をあげて説明してい

る。 

日本の梅雨の気圧配

置の特徴を天気図など

から読み取り，天気の

特徴とそれが生じるしく

みを理解している。 

天気図記号の見方，前

線の種類などを思い出さ

せてから天気図などを読

み取らせる。 

 

 知･

技 

⑲ 

日本の夏の気圧配

置の特徴を天気図

などから読み取り，

天気の特徴とそれ

が生じるしくみを理

解する。 

○ 日本の夏の気圧配置

の特徴を天気図などから

読み取り，天気の特徴と

それが生じるしくみを具体

例をあげて説明している。 

日本の夏の気圧配置

の特徴を天気図などか

ら読み取り，天気の特

徴とそれが生じるしくみ

を理解している。 

図 60 の天気図で，太

平洋高気圧の位置を指

摘させる。 
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・ 

25 

導入 秋の天気の特徴を発表させる。説明 秋の

天気の特徴について説明する。説明 台風の構造

や，発達のしくみを説明する。説明 日本付近の台風

が太平洋高気圧や偏西風の影響を受けて進むことを

説明する。説明 台風が大雨や強風をもたらすことを

災害と関連づけて説明する。学習課題のまとめ 日本

周辺の３つの高気圧の盛衰によって，四季それぞれ

に特徴的な天気がもたらされている。 

知･

技⑳ 

日本の秋の気圧配

置の特徴を天気図

などから読み取り，

天気の特徴とそれ

が生じるしくみを理

解する。 

○ 日本の秋の気圧配置

の特徴を天気図などから

読み取り，天気の特徴と

それが生じるしくみを具体

例をあげて説明している。 

日本の秋の気圧配置

の特徴を天気図などか

ら読み取り，天気の特

徴とそれが生じるしくみ

を理解している。 

図 61 の天気図で，移

動性高気圧について示

す。 

 

 知･

技 

㉑ 

日本付近の台風の

進路の特徴を見い

だして，その原因

を考えることができ

る。 

  日本付近の台風の進

路の特徴と，太平洋高気

圧の位置と関連づけて説

明している。 

日本付近の台風の進

路の特徴を見いだして

理解している。 

図 65 を示して，時期と

太平洋高気圧の盛衰に

ついて説明する。 

・台風が近づくと,

強い風がふいた

り,短い時間に大

雨が降ったりし

て,災害が起こる

ことがある(小５) 



 

26 

導入 天気予報について話題にする。 

学習課題 天気予報は、どのようにして天気を予想し

ているのだろうか。 

探Ｑ実習 2 明日の天気を予想する（課題〜計画） 

説明 気象に関する情報の種類や収集方法を説明

する。 

主体 

③ 

 

探 Q 

シー

ト 

明日の天気を予想

するための方法を

探究しようとしてい

る。 

○ 必要な気象データが何

か，理由を含めて説明

し，他者と仮説をねり上げ

ながら，粘り強く計画を立

てている。 

必要な気象データが

何か，理由を含めて説

明し，計画を立ててい

る。 

実際の天気予報で用

いられている情報が何か

示す。 
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導入 探Ｑ実習 2 の課題と仮説，計画を思い出さ

せる。 

探Ｑ実習 2 の続き 明日の天気を予想する（結果〜

考察） 

探究のふり返り 結果を分析・解釈して，課題を解決

することができたか。 

知･

技 

㉒ 

気象要素や天気

図，雲画像などか

ら，天気の特徴を

読み取ることができ

る。 

  気象要素や天気図，雲

画像などから，正確に天

気の特徴を読み取り，具

体的に考えることができ

る。 

気象要素や天気図，

雲画像などから，天気

の特徴を読み取ってい

る。 

必要な既習事項につ

いて示し，天気図や雲画

像の見方を支援する。 

 

 思･

判 

表⑭ 

収集した気象デー

タをもとに，根拠を

もって天気を予想

することができる。 

  収集した気象データを

組み合わせ，予想した天

気を，既習事項と関連づ

けながら根拠をもって説

明している。 

収集した気象データ

を組み合わせ，予想し

た天気を説明している。 

予想した理由を問い，

既習事項と結びつけさせ

る。 
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導入 深Ｑ実習 2 の結果と考察を思い出させる。 

表現してみよう 予想した天気を，根拠を示しながら

説明させる。 

学習課題のまとめ 数日間の気象要素や天気図，雲

画像から気圧配置を予想することで，天気の変化を

予想することができる。 

知･

技 

㉓ 

数日間の気象要素

や天気図，雲画像

などを根拠にし，

天気が予想できる

ことを理解する。 

  数日間の気象要素や

天気図，雲画像などを根

拠に天気が予想できるこ

とを，発表を通して説明し

ている。 

数日間の気象要素

や天気図，雲画像など

を根拠に天気が予想で

きることを理解してい

る。 

予想ができていない部

分について，その原因を

考えさせる。 
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３ 天気の変化がもたらす恵みと災害 (１時間)導

入 天気の変化がもたらす恵みや災害について発表

させる。学習課題 天気の変化は，わたしたちとどの

ようなかかわりがあるのだろうか。話し合ってみよう 台

風を例に，恵みや災害について話し合わせる。ためし

てみよう 「ためしてみよう」に取り組ませるか，関わる

内容を例示する。説明 天気の変化がもたらす恵みと

その利用について説明する。説明 天気の変化がも

たらす災害について説明する。学習課題のまとめ 天

気の変化が風水害や土砂災害，低温や高温による災

害など，多様なものを引き起こす。学習課題 天気の

変化がもたらす災害への備えには，どのようなものが

あるか。説明 天気の変化がもたらす災害への備えに

ついて説明する。学習課題のまとめ 天気の変化は

恵みや災害の両方をもたらす。そのしくみを理解する

ことは，災害への備えにつながる。基本のチェック 第

4 章の学習内容の定着をはかる。 

主体

④ 

天気の変化がもた

らす恵みや災害に

ついてその原因を

理解し，災害への

備えについて探究

しようとする。 

  天気の変化がもたらす

恵みや災害について，そ

の原因とともに理解し，災

害への備えについて進ん

で探究しようとしている。 

天気の変化がもたら

す恵みや災害につい

て，その原因とともに理

解し，災害への備えに

ついて考えようとしてい

る。 

考察に必要な既習事

項を示しながら，災害の

原因の理解を促す。 

家庭科「災害へ

の備え」 
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力だめし  [１時間] 

学んだ後にリトライ！ 学習したことをもとにして，「天

気のことわざは当たるのか？」について考えさせ,自分

の考えを説明させる。 

※この単元で身についた資質・能力を総括的に評価する。 

 



 

1 

電流とその利用 [１時間] 

説明 単元導入の写真等を利用することで，電流に

関する自然現象に対する興味・関心を誘発する。そし

て，電流と自分たちの生活が密接に関連していること

を話し合うなどして，電流の学習へ誘う。 

学ぶ前にトライ！ 「学ぶ前にトライ！」に取り組ませ

る。 

思･

判 

表① 

電流による現象や

電磁調理器のしく

みについて，電流

に関する既習内容

や日常経験から，

問題を見いだした

り考えたりする。 

  電流による現象や電磁

調理器のしくみについ

て，積極的に話し合い活

動をするなどして，何が問

題なのか，どのようなしく

みが考えられるのかを，

根拠を明確にして表現し

ている。 

電流による現象や電

磁調理器のしくみにつ

いて，積極的に話し合

い活動をするなどして，

何が問題なのか，どの

ようなしくみが考えられ

るのかを表現している。 

単元導入の写真を見

せたり，電気器具を例示

したりして，構造や機能な

どを補足説明し，考える

ための情報を提供する。 

 

１２

月

⑫ 

2 

１章 電流の性質 [１７時間] 

１ 電流が流れる道すじ (３時間) 

導入  電気の性質やはたらきを想起させる。 

学習課題  電流は，回路の中をどのように流れるの

だろうか。 

思い出してみよう 回路を流れる電流には，どのような

性質があったか思い出させる。 

説明  回路の実験を行うときの注意点を説明する。 

ためしてみよう  「ためしてみよう」を演示する。 

知･

技 

① 

豆電球などを使っ

て回路をつくり，電

流の流れ方を調べ

ることができる。 

  豆電球などを使ってい

ろいろな回路をつくり，さ

まざまな素子で比較しな

がら，電流の流れ方を調

べている。 

豆電球などを使って

回路をつくり，電流の流

れ方を調べている。 

小学校理科の学習を

思い出させて，１つの回

路を例として示し，そこか

ら回路を組みかえさせる。 

・回路の電流を

流すと,モーター

が回る。乾電池

の向きを反対に

すると,モーター

の回る向きも反

対になる(小４) 

 

3 

導入  「ためしてみよう」の結果を確認する。 

実験結果の考察  「ためしてみよう」の結果からどん

なことがわかるか考えさせる。 

説明  電気用図記号や回路図のかき方について説

明し，実体配線図をもとに，回路図を作成させる。 

説明  直列回路と並列回路を定義するとともに，例を

用いて，直列回路と並列回路について確認する。 

知･

技 

② 

直列回路と並列回

路について理解す

る。 

○ 乾電池に２個の豆電球

をつなぐ回路には，直列

回路と並列回路があるこ

とを理解し，いろいろな回

路について適用して説明

している。 

乾電池に２個の豆電

球をつなぐ回路には，

直列回路と並列回路が

あることを理解してい

る。 

直列回路と並列回路の

違いについて説明し，実

際の回路で電流の通る道

すじをたどらせて，比較さ

せる。 

・乾電池２個を直

列につないだも

のとモーターをつ

なぐと乾電池１こ

のときより,モータ

ーは早く回る(小

４) 

乾電池２個を並

列につないだも

のとモーターをつ

なぐと,乾電池１

個のときとモータ

ーの回る速さは

変わらない(小４) 

技術科「エネル

ギー変換の実

際」 
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導入 回路には，大きく分けて直列回路と並列回路

があることを思い出させる。 

考えてみよう 階段の照明の回路がどのようになって

いるのかを考えさせる。 

実習１  階段の照明の回路 

学習課題のまとめ  電流が流れる道すじを回路とい

い，２個の豆電球をつなぐ回路には，直列回路と並列

回路の２とおりがある。 

主体 

① 

階段の照明器具を

点灯・消灯するとき

のようすから，回路

のつながり方を探

究し，図に表そうと

する。 

  試行錯誤しながら実験

を重ね，作成した回路が

うまく機能するしくみをね

ばり強く，多面的に追究

し，図に表そうとしてい

る。 

実験を通して，作成

した回路がうまく機能す

るしくみを追究し，図に

表そうとしている。 

切り替え式スイッチの

はたらきを確認しながら，

回路のつながり方を説明

し，生徒が追究することが

できるよう支援する。 
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２ 回路に流れる電流 (３時間)導入  回路の種類

と電流の大きさの関係に興味をもたせる。学習課題  

回路を流れる電流は，どのようになっているのだろう

か。思い出してみよう  電流の流れ方および電流の

大きさと豆電球の明るさの関係を思い出させる。説明  

電流の単位と電流計の操作方法，目盛りの読み方に

ついて説明する。考えてみよう 豆電球の明るさのち

がいから，回路の各点に流れる電流の大きさを考えさ

せた上で，自分たちの仮説を確かめるための実験方

法を考えさせる。 

思･

判表

② 

電流計を使って，

回路に流れる電流

を測定する実験を

計画することができ

る。 

○ 自分たちの仮説を検証

するには，どの点を測定

すれば良いのか十分に

検討した上で，電流計を

使って回路に流れる電流

を測定する実験を計画

し，結果も予想している。 

自分たちの仮説を検

証するには，どの点を

測定すれば良いのかを

考えて，電流計を使っ

て回路に流れる電流を

測定する実験を計画し

ている。 

仮説を検証する実験計

画になるようアドバイスを

する。仮説が立てられな

い場合は，教科書 p.221

「思い出してみよう」や

p.222「考えてみよう」を参

考に電流の流れをイメー

ジさせて仮説を立てさせ

る。 
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導入 学習課題，仮説，実験方法を確認する。 

探Ｑ実験１  回路に流れる電流 

主体 

② 

他者と関わりなが

ら，直列回路と並

列回路での豆電球

の明るさの違いに

ついて探究しようと

している。 

○ 直列回路と並列回路で

の豆電球の明るさの違い

の原因について，電流の

通り道の違いなどを踏ま

え，他者と仮説を練りあい

ながらねばり強く調べよう

としている。 

直列回路と並列回路

での豆電球の明るさの

違いの原因について調

べようとしている。 

豆電球の明るさと電流

の大きさとの関係を具体

的に説明し，どの点につ

いて調べるか考えさせる。 
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導入 探Ｑ実験１の課題，仮説，計画，結果を確認

する。 

実験結果の考察  探Ｑ実験１の結果からどんなことが

わかるか考えさせる。 

表現してみよう 探Ｑ実験１からわかったことなどを発

表させる。  

説明  直列回路と並列回路で，各点を流れる電流の

大きさの関係について説明する。 

表現してみよう 回路に流れる電流の規則性を水流

モデルと比較しながら，自分の言葉で表現させる。 

学習課題のまとめ  直列回路では各点の電流が等し

く，並列回路では枝分かれした電流の和が枝分かれ

する前や合流後の電流に等しい。 

思･

判 

表③ 

探 Q実験１の結果

から，直列回路と

並列回路での電流

の規則性を見いだ

すことができる。 

  探 Q実験１の結果か

ら，直列回路では回路中

のどの点の電流の大きさ

も同じであること，並列回

路では枝分かれした電流

の大きさの和は枝分かれ

する前や合流後の電流の

大きさに等しいことを見い

だし，他の回路も同様に

考えている。 

探 Q実験１の結果か

ら，直列回路では回路

中のどの点の電流の大

きさも同じであること，並

列回路では枝分かれし

た電流の大きさの和は

枝分かれする前や合流

後の電流の大きさに等

しいことを見いだしてい

る。 

それぞれの回路で，測

定した各点の電流の大き

さを比べて，規則性を考

えさせる。 

 

 知･

技 

③ 

直列回路と並列回

路での電流の規則

性を理解する。 

○ 直列回路では回路中

のどの点の電流の大きさ

も同じであること，並列回

路では枝分かれした電流

の大きさの和は枝分かれ

する前や合流後の電流の

大きさに等しいことを理解

し，他の回路にも適用し

て説明している。 

直列回路では回路中

のどの点の電流の大き

さも同じであること，並

列回路では枝分かれし

た電流の大きさの和は

枝分かれする前や合流

後の電流の大きさに等

しいことを理解してい

る。 

水流モデルなどを使っ

て，直列回路と並列回路

の違いに注目させて，電

流の規則性を説明する。 
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・ 

9 

３ 回路に加わる電圧 (３時間) 

導入 モーターの回る速さには，電流の大きさだけで

はなく，ほかの要因も関係していることに気づかせる。 

思い出してみよう モーターを速く回す方法について

思い出させる。 

説明  電圧を定義し，電圧の単位について説明す

る。 

主体 

③ 

他者と関わりなが

ら，直列回路と並

列回路での豆電球

の明るさの違いに

ついて，電圧と関

連づけて探究して

いる。 

  直列回路と並列回路で

の豆電球の明るさの違い

の原因について，電圧の

加わり方の違いなどを踏

まえ，他者と仮説を練りあ

いながらねばり強く調べ

ている。 

直列回路と並列回路

での豆電球の明るさの

違いの原因について，

電圧の加わり方の違い

を通して，調べている。 

豆電球の明るさと電圧

の大きさとの関係を具体

的に説明し，どの区間に

ついて調べるか考えさせ

る。 

 



学習課題  回路に加わる電圧は，どのようになってい

るのだろうか。 

話し合ってみよう  豆電球の明るさから，直列回路と

並列回路で，どの区間の電圧が大きいか話し合わせ

る。 
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導入 豆電球の明るさから，直列回路と並列回路

で，どの区間の電圧が大きいと予想したか発表させ

る。 

説明 電圧計の操作方法および目盛りの読み方を説

明する。 

考えてみよう 電圧計のつなぎ方を図 12 にかかせ

る。 

実験２  回路に加わる電圧 

知･

技 

④ 

結果を見通しなが

ら，電圧計を使っ

て，回路の各区間

に加わる電圧を測

定することができ

る。 

  仮説に基づき，各区間

の電圧の大小関係につ

いて見通しをもちながら，

電圧計を使って，すばや

くていねいに回路の各区

間に加わる電圧を測定し

ている。 

電圧計を使って，回

路の各区間に加わる電

圧を測定している。 

回路中の１区間を例

に，その区間の電圧を測

定するには電圧計をどの

ようにつなげばよいか，見

せながら説明する。 
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導入  学習課題を確認し，実験２の結果を発表さ

せる。実験結果の考察  実験２の結果からどんなこと

がわかるか考えさせる。説明  直列回路と並列回路

で，各区間に加わる電圧の大きさの関係について説

明する。学習課題のまとめ  直列回路では，各豆電

球に加わる電圧の和が全体の電圧に等しい。並列回

路では，各豆電球に加わる電圧が等しい。表現して

みよう 回路に加わる電圧の規則性を水流モデルと

比較しながら，自分の言葉で表現させる。 

思･

判表

④ 

実験２の結果から，

直列回路と並列回

路での電圧の規則

性を見いだすこと

ができる。 

○ 実験２の結果から，直

列回路ではそれぞれの豆

電球に加わる電圧の和が

乾電池(電源)の電圧に等

しく，並列回路ではそれ

ぞれの豆電球に加わる電

圧は乾電池(電源)の電圧

に等しいことを見いだし，

他の回路も同様に考えて

いる。 

実験２の結果から，

直列回路ではそれぞれ

の豆電球に加わる電圧

の和が乾電池(電源)の

電圧に等しく，並列回

路ではそれぞれの豆電

球に加わる電圧は乾電

池(電源)の電圧に等し

いことを見いだしてい

る。 

それぞれの回路で，測

定した各区間の電圧の大

きさを比べて，規則性を

考えさせる。 

 

 知･

技 

⑤ 

直列回路と並列回

路での電圧の規則

性を理解する。 

  直列回路ではそれぞ

れの豆電球に加わる電圧

の和が乾電池(電源)の電

圧に等しく，並列回路で

はそれぞれの豆電球に

加わる電圧は乾電池(電

源)の電圧に等しいことを

理解し，他の回路にも適

用して説明している。 

直列回路ではそれぞ

れの豆電球に加わる電

圧の和が乾電池(電源)

の電圧に等しく，並列

回路ではそれぞれの豆

電球に加わる電圧は乾

電池(電源)の電圧に等

しいことを理解してい

る。 

水流モデルなどを使っ

て，直列回路と並列回路

の違いに注目させて，電

圧の規則性を説明する。 
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４ 電圧と電流の関係 （２時間） 

導入 回路のつなぎ方と豆電球の明るさの関係から，

電圧と電流の間に何か規則性があるのではないかと

いう疑問を誘発する。 

学習課題  電流の大きさと電圧の大きさには，どのよ

うな関係があるのだろうか。 

考えてみよう  電圧を変化させたとき，電流がどのよう

に変化するかを考えさせる。 

説明 電源装置と抵抗器を使って調べることを説明す

る。 

知･

技⑥ 

電源装置などを使

って，回路の電圧

と電流を調べること

ができる。 

  電源装置などを使っ

て，抵抗器に加わる電圧

を変化させたときに流れ

る電流の大きさの変化を

すばやく丁寧に調べてい

る。 

電源装置などを使っ

て，抵抗器に加わる電

圧を変化させたときに

流れる電流の大きさの

変化を調べている。 

各機器の使い方を説

明し，回路をつくるときは

電源装置，電流計，抵抗

器をまず直列に接続し，

最後に電圧計を抵抗器

に並列に接続するよう説

明する。 

・比例と反比例(６

年) 



説明 電源装置の使い方について説明する。 

実験３  電圧と電流の関係 
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導入 実験３の結果を確認する。 

説明  グラフのかき方を説明し，実験３のグラフをか

かせる。 

実験結果の考察 実験３の結果からどんなことがわか

るか考えさせる。 

説明  実験３の結果をもとに，オームの法則を説明す

る。 

考えてみよう ２つの抵抗器の電流の流れにくさを比

べさせる。 

説明 電流の流れにくさを表す量である電気抵抗に

ついて説明する。 

説明 オームの法則を表す式が変形でき，それを利

用して未知の量を求めることができることを説明する。 

学習課題のまとめ 抵抗器を流れる電流は，加える電

圧に比例する(オームの法則)。電流の流れにくさを表

す量を電気抵抗という。 

思･

判 

表⑤ 

実験３の結果から，

電圧と電流の間の

規則性を見いだす

ことができる。 

  実験３の結果から，抵

抗器などに加わる電圧が

大きくなると，流れる電流

も大きくなることを見いだ

し，他の回路についても

同様に考えている。 

実験３の結果から，

抵抗器などに加わる電

圧が大きくなると，流れ

る電流が大きくなること

を見いだしている。 

実験３の結果のグラフ

をもとに，比例のグラフを

思い出させながら，電圧と

電流の間の規則性を説

明する。 

 

 主体 

④ 

学習の過程をふり

返り，電圧と電流

の関係を表すグラ

フから，電気抵抗

の大きさの違いを

見いだそうとしてい

る。 

○ 学習の過程をふり返

り，電圧と電流の関係を

表すグラフから，抵抗器

に流れる電流は電圧に比

例し，傾きが電流の流れ

やすさ・流れにくさを表し

ていることを多面的，総合

的に考えようとしている。 

学習の過程をふり返

り，電圧と電流の関係を

表すグラフから，抵抗器

に流れる電流は電圧に

比例し，傾きが電流の

流れやすさ・流れにくさ

を表していることについ

て考えようとしている。 

２つの抵抗器に同じ電

圧が加わっている場合，

電流の値が小さいのはど

ちらか，グラフから考えら

れるよう支援する。 

 

１

月

④ 
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５ 電流，電圧，電気抵抗の求め方 （２時間） 

導入 オームの法則について復習する。 

例題 オームの法則の解き方を説明し，練習問題を

解かせる。 

学習課題  抵抗器のつなぎ方によって，回路全体の

電気抵抗の大きさはどのように変わるのか。 

ためしてみよう 「ためしてみよう」を演示し，測定結果

から，直列回路，並列回路それぞれの回路の全体の

電気抵抗を求める。 

知･

技⑦ 

回路に成り立つ諸

法則を理解し，未

知の電流や電圧，

電気抵抗を求める

ことができる。 

  抵抗器の直列つなぎ・

並列つなぎのときの電流

や電圧の規則性，オーム

の法則を理解し，それら

を用いて回路に流れる電

流や電圧，電気抵抗を求

め，さまざまな回路に適

用して説明している。 

抵抗器の直列つな

ぎ・並列つなぎのときの

電流や電圧の規則性，

オームの法則を理解

し，それらを用いて回路

に流れる電流や電圧，

電気抵抗を求めてい

る。 

既知量と未知量を区別

させ，計算の過程を順を

追って説明する。また，抵

抗器の直列つなぎ・並列

つなぎで変わる量・変わら

ない量，適用できる法則

を１つずつ順を追って説

明する。 

・比例と反比例(６

年) 
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導入 「ためしてみよう」の実験内容とその結果を確

認する。 

考えてみよう  表 1 をもとに，直列回路，並列回路全

体の電気抵抗を計算させる。説明 直列につないだ

場合は電気抵抗が大きくなり，並列につないだ場合

は，電気抵抗が小さくなることを説明する。 

説明 2 個の抵抗器を直列や並列につないだとき，全

体の電気抵抗がどう表されるかを説明する。例題 合

成抵抗の求め方を説明し，練習問題を解かせる。説

明  導体・不導体(絶縁体)を定義する。学習課題の

まとめ ２つの抵抗器を直列につなぐと全体の電気抵

抗は大きくなり(和になり)，並列につなぐと小さくなる。

思･

判表

⑥ 

抵抗器のつなぎ方

による全体の電気

抵抗の大きさの変

化を見いだすこと

ができる。 

○ 抵抗器の直列つなぎ・

並列つなぎにおける全体

の電気抵抗の大きさの変

化を見いだし，抵抗器の

つなぎ方で電気抵抗の大

きさがどうなるかを推測し

ている。 

抵抗器の直列つな

ぎ・並列つなぎにおける

全体の電気抵抗の大き

さの変化を見いだして

いる。 

教科書 p.237「ためして

みよう」を例にして，抵抗

器のつなぎ方による全体

の電気抵抗の大きさの変

化を考えさせる。 

 

 知･

技⑧ 

導体・不導体につ

いて理解する。 

  電気抵抗により，物体

が導体と不導体に分けら

れることを理解し，身のま

わりのものについて説明

している。 

電気抵抗により，物

体が導体と不導体に分

けられることを理解して

いる。 

身のまわりにあるもので

電気を通すもの・通さない

ものを例にあげながら，導

体・不導体の違いを確認

させる。 

 



電気抵抗の大きさによって，物質は導体と不導体に

分類できる。 
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６ 電流のはたらきを表す量 (３時間) 

導入  電流のはたらきについて，興味をもたせる。 

話し合ってみよう  電気器具に電流が流れるとどのよ

うなはたらきをするのかについて話し合わせる。 

説明  電気器具のはたらきを説明し，電気エネルギ

ーを定義する。 

学習課題  電流のはたらきの大きさは，何に関係して

いるのか。 

説明 電力を定義し，電力の単位Ｗ（ワット）および電

力の計算方法について説明する。 

例題 電力の求め方を説明し，練習問題を解かせる。 

学習課題のまとめ 一定時間での電気エネルギーに

よるはたらきの違いを表す量を電力といい，Ｗ(ワット)

という単位で表す。電力は，電圧と電流の積で求める

ことができる。 

知･

技⑨ 

電力について理解

する。 

  電力の定義とその単

位，電力の求め方を理解

し，電気器具の電力の違

いが何を表すかなどを説

明している。 

電力の定義とその単

位，電力の求め方を理

解している。 

図 23 を見せて電流の

はたらきについてイメージ

をもたせてから，電力の

定義や単位について説

明する。 

・比例と反比例(６

年) 
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導入  電力の大きさと発熱量との関係について，

関心をもたせる。 

説明  温度変化と熱の関係について説明し，熱量を

定義する。 

学習課題  電熱線から発生する熱量は，どのようにし

て決まるのだろうか。 

実験４ 電流による発熱量 

思･

判 

表⑦ 

電熱線から発生す

る熱量がどのような

要因によって変わ

るのか，既習事項

や日常経験から考

えることができる。 

  電流，電圧，抵抗，電

流を流した時間など，複

数の要因から考えたり，

消費電力の大きな器具ほ

ど多くの熱量を発生する

という日常経験から考え

たりしている。 

電流，電圧，抵抗，

電流を流した時間な

ど，複数の要因から考

えるか，消費電力の大

きな器具ほど多くの熱

量を発生するという日常

経験から考えている。 

ドライヤーでぬれた髪

を乾かすとき，スイッチを

切り替えて熱量を調整し

ている経験を思い出さ

せ，スイッチによって何が

変わるのかを考えさせる。 

家庭科「食品の

栄養成分表示」 
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導入  実験４の結果を確認する。実験結果の考察  

実験４の結果からどんなことがわかるか考えさせる。説

明 電力と発生した熱量との関係を説明する。考えて

みよう 「わたしのレポート」の結果を使って，方法Ａ，

Ｂにおける発熱量を計算で求めさせる。説明 消費電

力について説明する。説明  電力量を定義する。学

習課題のまとめ  電熱線から発生する熱量は，電流

思･

判表

⑧ 

実験４の結果から，

電力と発生した熱

量の関係を見いだ

すことができる。 

  実験４の結果から，電

流による発熱量は電力と

時間に比例することを見

いだし，いろいろな電気

器具に適用して考えてい

る。 

実験４の結果から，

電流による発熱量は電

力と時間に比例すること

を見いだしている。 

電力と発生した熱量と

の関係を表すグラフが，

どんな形になっているか

を説明する。 

 



２

月

⑩ 

を流した時間と電力の積で決まる。また，ある時間に

電流が消費したエネルギー量は，電力と時間の積で

決まる。 

主体 

⑤ 

学習内容をふり返

り，電力量の定義

とその求め方，電

力量の単位，電気

器具から発生する

熱量や消費する電

気エネルギーとの

関係を探究しようと

する。 

○ 学習内容をふり返り，

電力量の定義とその求め

方，電力量の単位，電気

器具から発生する熱量や

消費する電気エネルギー

との関係を使って，いろい

ろな電気器具が消費する

電力量について応用しよ

うとしている。 

学習内容をふり返り，

電力量の定義とその求

め方，電力量の単位，

電気器具から発生する

熱量や消費する電気エ

ネルギーとの関係を見

いだそうとしている。 

電力と電力量，熱量の

用語とそれぞれの定義，

関係を丁寧に説明する。 
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・ 

20 

２章 電流の正体 ［8 時間］ 

１ 静電気 (3 時間) 

導入 静電気による現象に気づかせる。 

説明 静電気(摩擦電気)という用語を説明する。 

学習課題  静電気には，どのような性質があるのだろ

うか。 

考えてみよう  電気くらげが浮いたり髪の毛が下じき

に引きつけられる理由を考えさせる。 

実験５  静電気による力 

思･

判 

表⑨ 

静電気に関する日

常経験から，電気

くらげが浮いたり，

髪の毛が下じきに

引きつけられたり

する理由を考える

ことができる。 

  電気くらげや静電気で

髪の毛が引きつけられる

現象などの原理を，力の

種類やはたらきと関連づ

けながら類推している。 

電気くらげや静電気

で髪の毛が引きつけら

れる現象などの原理を

日常経験から考えてい

る。 

図 29 など身近に見ら

れる静電気による現象を

あげたり，演示したりしな

がら，どのような行為によ

って静電気が生じている

のかを見いださせる。 

家庭科「繊維の

種類」 

 知･

技⑩ 

静電気を発生させ

て，静電気による

力の規則性を調べ

ることができる。 

  ２つの物体を摩擦して

静電気を発生させ，どの

ような場合にしりぞけ合う

力や引き合う力がはたらく

か，いろいろな場合を想

定しながら調べている。 

２つの物体を摩擦し

て静電気を発生させ，

どのような場合にしりぞ

け合う力や引き合う力が

はたらくか調べている。 

２つの物体を摩擦する

と静電気が発生すること

を説明し，物質に着目し

て発生する静電気の種類

を考えながら調べさせる。 
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導入 実験５の結果を確認する。 

実験結果の考察  実験５の結果からどんなことがわ

かるか考えさせる。 

説明 静電気の種類や力の規則性について説明す

る。 

学習課題のまとめ  静電気には＋(正)と－(負)の２種

類があり，同種の電気間にはしりぞけ合う力がはたら

き，異種の電気間には引き合う力がはたらく。 

思･

判 

表⑩ 

実験５の結果から，

静電気による力の

規則性を見いだす

ことができる。 

○ 実験５の結果から，静

電気の間には，離れてい

てもしりぞけ合う力や引き

合う力がはたらくことを見

いだし，ほかの摩擦した

物体の間のことも推測し

ている。 

実験５の結果から，

静電気の間には，離れ

ていてもしりぞけ合う力

や引き合う力がはたらく

ことを見いだしている。 

調べているのは同種の

電気か異種の電気か，遠

ざかるのか近づくのかを１

つずつ考えさせる。 

 

 主体 

⑥ 

探究の過程をふり

返り，静電気による

力の規則性を実験

結果と関連づけな

がら解明しようとす

る。 

  探究の過程をふり返

り，電気には＋(正)と－

(負)の２種類があり，これ

らの間には離れていても

電気力がはたらき，異種

の電気には引き合う力，

同種の電気にはしりぞけ

合う力がはたらくことを理

解しようとし，いろいろな

静電気による現象につい

ても適用して説明してい

る。 

探究の過程をふり返

り，電気には＋(正)と－

(負)の２種類があり，こ

れらの間には離れてい

ても電気力がはたらき，

異種の電気には引き合

う力，同種の電気にはし

りぞけ合う力がはたらく

ことを理解しようとしてい

る。 

探究の過程を再確認

し，それぞれの物体が正・

負のどちらの電気を帯び

ているのか確認しながら

説明する。 
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２ 静電気と電流の関係 (１時間)導入 静電気は

物体にたまった電気であることを知らせる。学習課題  

静電気で，感電することがあるのはどうしてだろうか。

ためしてみよう  「ためしてみよう」を演示する。説明 

静電気も電流と同じはたらきをすることを説明する。学

習課題のまとめ  たまっていた静電気が移動すると，

電流と同じようなはたらきをする。 

知･

技⑪ 

静電気と電流の関

係について理解す

る。 

  物体にたまっている電

気が移動すると電流のは

たらきをすることを理解

し，回路による電流と比較

しながら説明している。 

物体にたまっている

電気が移動すると電流

のはたらきをすることを

理解している。 

静電気でネオン管など

を点灯させる実験を演示

して，電気の移動をモデ

ルで表して説明する。 
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３ 電流の正体 (３時間) 

導入 空気中を電流が流れることに興味をもたせる。 

説明 図 32 を使って誘導コイルのはたらきを説明し，

放電を定義する。 

学習課題  放電中にはどのようなことが起きているの

だろうか。 

説明 図 33 を使って真空放電について説明し，放電

が起こる条件を理解させる。 

説明 真空放電を利用した器具について説明する。 

考えてみよう 放電管の実験結果から，電流の進む向

きや電気の種類を考えさせる。 

知･

技 

⑫ 

放電現象について

理解し，知識を身

につけている。 

○ 雷などの放電や，真空

放電について理解し，電

気の移動やそのとき起こ

る現象と関連づけて説明

している。 

雷などの放電や，真

空放電について理解し

ている。 

雷が発生するときには

何が起こっているかを詳

しく説明するなど，放電現

象について丁寧に説明

する。 

 

 

24 

導入 どのようなものの流れが電流であるかを考え

ることに興味をもたせる。 

説明 放電管内の電流のもととなるものは－極側から

出て，＋極側に引かれることに気づかせる。 

説明 電流のもとになるものの性質をまとめ，電子とい

う用語を定義する。 

思･

判 

表⑪ 

電子の流れと電流

の関係を見いだす

ことができる。 

  放電管の実験のようす

などから，電子の存在や

電流の向きを見いだし，

回路中の電流や放電現

象についても適用して考

えている。 

放電管の実験のよう

すなどから，電子の存

在や電流の向きを見い

だしている。 

影のでき方を思い出さ

せ，図 34 から電流のもと

となるものがどこから出て

いるかを考えさせる。ま

た，電気力の規則性をふ

り返り，図 35 から電流の

もととなるものの正・負に

ついて考えさせる。 

 

 知･

技 

⑬ 

電流の正体を理解

する。 

  質量をもち，－の電気

をもった非常に小さな粒

子である電子が電流を担

っていることを理解し，放

電現象などに適用して説

明している。 

質量をもち，－の電

気をもった非常に小さ

な粒子である電子が電

流を担っていることを理

解している。 

放電管の実験と関連づ

けて，電流の正体が－の

電気をもった粒子(電子)

であることを説明する。 
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導入 放電管内では，電子の移動によって放電が

起こっていたことを想起させる。 

説明 金属の中の自由に動き回る電子の存在と，電

気的に中性について説明する。 

考えてみよう 電圧が加わっていないときと加わって

いるときとで，導線の内部のようすをモデル図で表現

思･

判 

表⑫ 

電流が流れている

ときと流れていない

ときとの違いを，モ

デル図で表現する

ことができる。 

○ 電流が流れているとき

と流れていないときとの違

いを，電流の向きを逆に

するなどいろいろな場合

について，モデル図で表

現している。 

電流が流れていると

きと流れていないときと

の違いを，モデル図で

表現している。 

電子の性質や電流の

流れをふり返り，両者を結

びつけて考えさせ，それ

を表現させる。 

 



 させる。 

説明 金属中の電流を電子の移動で説明する。 

学習課題のまとめ 電気が空間を移動したり，たまっ

ていた電気が流れ出す現象を放電という。空気の圧

力が低くなると，真空放電が起こる。電流は，質量をも

ち，－の電気をもった電子の流れである。 

主体 

⑦ 

探究の過程をふり

返り，電流が電子

の流れであることを

観察事実と関連づ

けながら表現しよう

とする。 

  電流が流れているとき

は，電子が－極から＋極

に向かって流れているこ

とをモデル化するなど，自

分なりの表現でまとめ，回

路や電流の向きを変える

とどうなるかも表現してい

る。 

電流が流れていると

きは，電子が－極から

＋極に向かって流れて

いることをモデル化する

など，自分なりの方法で

表現している。 

図 41 を使って，電子

の移動をイメージさせて，

電子の移動と電流を結び

つけて説明する。 
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４ 放射線の発見とその利用 (１時間)導入 真空

放電の実験からＸ線が発見されたことを説明する。説

明 放射線にはいくつかの種類があることを説明す

る。学習課題  放射線にはどのような性質があり，ど

のように利用されているのだろうか。説明 図 46 の実

験を演示し,どのようなことがいえるのかを考えさせる。

説明 放射線の性質と利用法，影響について説明す

る。学習課題のまとめ 放射線にはＸ線，α線，β

線，γ線などがあり透過力がある。放射線は医療や産

業などで利用されるが，生物に影響を与えることもあ

る。基本のチェック 第２章の学習内容の定着をはか

る。 

知･

技⑭ 

放射線の種類や性

質，産業への利用

および生物への影

響等を理解する。 

○ 放射線にはＸ線，α

線，β線，γ線などがあ

り，透過力があること，放

射線は医療や産業などで

利用されているが，生物

に影響を与えることもある

ことを理解し，具体的な例

をあげて説明している。 

放射線にはＸ線，α

線，β線，γ線などがあ

り，透過力があること，

放射線は医療や産業な

どで利用されているが，

生物に影響を与えるこ

ともあることを理解して

いる。 

図 46 の形状記憶性の

実験を用いて放射線の性

質を実感させたり，実際

の放射線に関する事故例

とその影響に関する記事

や放射線の利用に関係

する記事を資料として提

示したりする。 
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３章 電流と磁界 ［10 時間］ 

１ 磁界 (３時間) 

導入 簡易リニアモーターカーの実験等を通して，電

磁石のはたらきや性質に興味をもたせる。 

説明 電磁石について学習したことに触れ，磁石や

電磁石のまわりに置いた方位磁針のようすを思い出さ

せる。 

学習課題  電流が流れているコイルのまわりでは，何

が起こっているのだろうか。 

ためしてみよう  「ためしてみよう」を演示する。 

説明  磁石のまわりの磁界のようすについて説明す

る。 

説明 磁力，磁力線，磁界の向きについて定義する。 

知･

技 

⑮ 

磁石のまわりには

磁界ができ，磁界

のようすは磁力線

で表すことができる

ことを理解する。 

  磁石のまわりには磁界

ができ，磁界のようすは磁

力線で表すことができるこ

とを理解し，磁界の強さや

磁界の向きが変わるとどう

なるかなども説明してい

る。 

磁石のまわりには磁

界ができ，磁界のようす

は磁力線で表すことが

できることを理解してい

る。 

棒磁石や電磁石のま

わりの磁界のようすがわ

かる写真を見せたり，演

示して見せたりする。 

・磁石がもっとも

強く鉄を引きつけ

る部分を極とい

い,磁石の同じ極

どうしを近づける

としりぞけ合い,ち

がう極どうしを近

づけると引き合う

(小３中１) 

 

・物体にはたらく

力を矢印で表す

(中１) 

３

月 28 

・ 

29 

導入 簡易リニアモーターの実験を思い出させ，学

習課題を確認する。 

実験６ 電流がつくる磁界 

知･

技 

⑯ 

導線などを使っ

て，電流がつくる

磁界を調べること

ができる。 

  導線などを使って，電

流がつくる磁界を，電流

の大きさや向きが変わると

どうなるかなどを考えなが

ら調べている。 

導線などを使って，

電流がつくる磁界を調

べている。 

実験６の各ステップで，

何を調べようとしているの

かを説明し，目的を理解

させる。 
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導入 実験６の結果を確認する。 

実験結果の考察  実験６の結果からどんなことがわ

かるか考えさせる。 

説明 まっすぐな導線に電流が流れたときにできる磁

界について説明する。 

思･

判 

表⑬ 

実験６の結果から，

電流による磁界の

規則性を見いだす

ことができる。 

○ 実験６の結果から，まっ

すぐな導線を流れる電流

のまわりには同心円状の

磁界ができ，磁界の向き

は電流の向きで決まり，

実験６の結果から，ま

っすぐな導線を流れる

電流のまわりには同心

円状の磁界ができ，磁

界の向きは電流の向き

実験６で何を変化させ

て何が変化したかの条件

を意識させ，直線電流が

つくる磁界の規則性を演

示したり説明したりする。 

・電磁石にも N

極や S極があり,

電流の大きさを

変えると極も入れ

かわる。電流を大



考えてみよう  輪にした導線やコイルに電流を流した

ときにできる磁界を考えさせる。 

説明  輪にした導線やコイルに電流を流したときにで

きる磁界について説明する。 

学習課題のまとめ 磁石および電流が流れる導線の

まわりには磁界ができ，磁界のようすは磁力線で表す

ことができる。また，電流によってできる磁界は，電流

の向きや大きさ，距離によって変化する。 

磁界の強さは電流が大き

いほど，導線に近いほど

強くなることを見いだし，

電流や磁界を変えるとどう

なるか推測している。 

で決まり，磁界の強さは

電流が大きいほど，導

線に近いほど強くなるこ

とを見いだしている。 

きくしたり,コイル

の巻数をふやし

たりすると,電磁

石が鉄を引きつ

ける力は強くなる

(小５) 

 主体 

⑧ 

探究の過程をふり

返り，電流がつくる

磁界について，観

察結果と関連づけ

ながら，適切に表

現しようとしてい

る。 

  探究の過程をふり返

り，まっすぐな導線やコイ

ルを流れる電流がつくる

磁界の向きや大きさにつ

いて理解し，電流を変え

ると磁界がどうなるかな

ど，考えを拡張したり，ほ

かの例に適用したりしよう

としている。 

探究の過程をふり返

り，まっすぐな導線やコ

イルを流れる電流がつ

くる磁界の向きや大きさ

について，観察結果と

関連づけながら，論理

的に矛盾のない説明を

しようとしている。 

直線電流がつくる磁界

について，条件を考えさ

せながら説明し，それをも

とに円形電流やコイルの

まわりにできる磁界の規

則性を説明する。 

 

３

月

⑩ 

31 

・ 

32 

２ モーターのしくみ (２時間)導入 模型用モータ

ーの内部の構造に注目させる。学習課題  磁界中で

電流が受ける力には，どのような規則性があるのだろ

うか。実験７  電流が磁界から受ける力 

知･

技⑰ 

磁石とコイルなどを

使って，電流が磁

界から受ける力を

調べることができ

る。 

  磁石とコイルなどを使っ

て，電流が磁界から受け

る力を，電流や磁界が変

わるとどうなるかなどを考

えながら調べている。 

磁石とコイルなどを使

って，電流が磁界から

受ける力を調べている。 

実験７の各ステップで，

何を調べようとしているの

かを説明し，目的を理解

させる。 
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導入 実験７の結果を確認する。 

実験結果の考察  実験７の結果からどんなことがわ

かるか考えさせる。 

説明  電流が磁界から受ける力の規則性を説明す

る。 

表現してみよう モーターが連続して回転する仕組み

を図 63 を使って自分の言葉で表現させる。 

説明  モーターが回転するしくみを説明する。 

学習課題のまとめ 電流は磁界から力を受け，電流の

向きや磁界の向きが逆になると力の向きは逆になり，

電流の大きさや磁界の強さが大きくなると力は大きく

なる。モーターは，電流が磁界から受ける力を利用し

ている。 

思･

判 

表⑭ 

実験７の結果から，

電流が磁界から受

ける力の規則性を

見いだすことがで

きる。 

  実験７の結果から，電

流が流れる導線は磁界か

ら力を受け，電流や磁界

の向きを逆にすると力の

向きは逆に，電流や磁界

が大きくなると力は大きく

なることを見いだし，電流

などを変えるとどうなるか

推測している。 

実験７の結果から，

磁界中の電流は力を受

け，電流や磁界の向き

を逆にすると力の向き

は逆に，電流や磁界が

大きくなると力は大きく

なることを見いだしてい

る。 

実験７で何を変化させ

て何が変化したかの条件

を意識させ，電流が磁界

から受ける力の規則性を

演示したり説明したりす

る。 

 

 知･

技 

⑱ 

電流が磁界から力

を受けることや，モ

ーターが回転する

しくみを理解する。 

○ 電流が磁界から受ける

力の規則性や，モーター

が回転するしくみを理解

し，電流などを変えるとど

うなるか説明している。 

電流が磁界から受け

る力の規則性や，モー

ターが回転するしくみを

理解している。 

電流が磁界から受ける

力について，条件を考え

させながら説明し，それを

もとにモーターが回転す

るしくみを説明する。 
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３ 発電機のしくみ (３時間) 

導入 発電式の懐中電灯の内部にはコイルと磁石が

あり，それによって電流が発生していることを説明す

る。 

説明  手回し発電機で電流が発生することを説明す

る。 

図示実験 図 65 の実験を演示する。 

学習課題  コイルと磁石で電流を発生させるには，ど

のようにすればよいだろうか。 

説明  検流計の使い方を説明する。 

実験８  発電のしくみ 

知･

技 

⑲ 

コイルや棒磁石，

検流計を使って，

電流が発生してい

るかを調べることが

できる。 

  コイルや棒磁石，検流

計を使って，電流が発生

しているかを，電流の大き

さや向きを変えるにはどう

すればよいかなど考えな

がら調べている。 

コイルや棒磁石，検

流計を使って，電流が

発生しているかを調べ

ている。 

電流が磁界から受ける

力を調べる方法を説明

し，電流を発生させる方

法を何パターンか演示す

る。 

・手回し発電機で

電気を発生させ

る(小６) 
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導入 実験８の結果を確認する。 

実験結果の考察  実験８の結果からどんなことがわ

かるか考えさせる。 

説明  電磁誘導のしくみと規則性を説明する。 

説明 発電のしくみについて説明する。 

学習課題のまとめ コイルの中の磁界を変化させる

と，コイルに誘導電流が流れる(電磁誘導)。誘導電流

は，磁界の変化が速いほど，磁石の磁力が強いほ

ど，コイルの巻数が多いほど，大きくなる。発電機は電

磁誘導を利用している。 

思･

判 

表⑮ 

実験８の結果から，

電磁誘導の規則性

を見いだし，発電

のしくみを考えるこ

とができる。 

○ 実験８の結果から，コイ

ルの中の磁界を変化させ

ると誘導電流が発生し，

強い磁石を使ったりコイ

ルの巻数を多くしたりする

と，発生する誘導電流が

大きくなることを見いだ

し，磁石などを変えるとど

うなるかを推測している。 

実験８の結果から，コ

イルの中の磁界を変化

させると誘導電流が発

生し，強い磁石を使っ

たりコイルの巻数を多く

したりすると，発生する

誘導電流が大きくなるこ

とを見いだしている。 

実験８で何を変化させ

て何が変化したかの条件

を意識させ，電磁誘導で

発生する誘導電流の規

則性を演示したり説明し

たりする。 

 

 知･

技 

⑳ 

電磁誘導や発電

機のしくみを理解

する。 

  電磁誘導において発

生する誘導電流や，発電

機のしくみについて理解

し，磁力などを変えるとど

うなるかを説明している。 

電磁誘導において発

生する誘導電流や，発

電機のしくみについて

理解している。 

電磁誘導について説

明し，それをもとに発電機

のしくみを説明する。 
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導入 電源には２種類あることに気づかせる。 

図示実験 図 69 の実験を演示する。 

説明 図示実験の結果から，直流と交流の特徴を説

明する。  

基本のチェック 第３章の学習内容の定着をはかる。 

知･

技 

㉑ 

直流と交流の違い

を理解する。 

○ 電流が一方にしか流れ

ない直流と，向きと大きさ

が周期的に変わる交流に

ついて理解し，直流や交

流によって見られる現象

の違いなどを説明してい

る。 

電流が一方にしか流

れない直流と，向きと大

きさが周期的に変わる

交流について理解して

いる。 

図 69 を演示するなどし

て，直流と交流の違いを

説明する。 
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力だめし  [１時間] 

学んだ後にリトライ！ 学習したことをもとにして，「電

磁調理器（ＩＨ調理器）を使うと，どうしてあたたまる

の？」について考えさせ，自分の考えを説明させる。 

※この単元で身についた資質・能力を総括的に評価する。 

 

 

 


